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発
行
編
集
 │

い
に
し
え
の
安
芸
高
田
物
語

│
 

筆
・
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
　
学
芸
員
　
川
尻
　
真 

三
十一
 

そ
の
 

安
芸
高
田
市
の
歴
史
を
た
ど
る 

中
世
安
芸
高
田
を
伝
え
る
 

中
世
安
芸
高
田
を
伝
え
る
 

編
集
後
記 

吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催
中
の
「
江

戸
時
代
の
安
芸
高
田
」
展
を
見
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
神
楽
衣
装
や
、

絵
馬
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
中
、
特

に
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
が
、「
吉
田
百
人

一
首
」
写
本
で
、
江
戸
時
代
の
吉
田
の
俳

壇
の
１
０
０
人
が
句
に
添
え
て
各
々
の

肖
像
を
描
い
た
も
の
で
す
。
様
々
な
職

業
の
人
た
ち
が
描
か
れ
て
お
り
、
眺
め

て
い
る
だ
け
で
も
当
時
の
生
活
に
つ
い

て
想
像
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。
安
芸
高
田

の
歴
史
が
強
く
実
感
で
き
ま
し
た
。（
山
中
） 

来
年
の
手
帳
を
買
い
ま
し
た
。
Ｂ
６
サ

イ
ズ
と
や
や
大
き
め
の
黒
い
手
帳
で
す
。

選
ん
だ
ポ
イ
ン
ト
は
、
上
着
や
ズ
ボ
ン

の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
り
、
ノ
ー
ト
部
分
が

広
く
多
く
つ
い
て
い
る
こ
と
。
カ
メ
ラ

と
手
帳
を
交
互
に
持
ち
替
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
取
材
現
場
で
、
た
く
さ
ん
書

け
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
収
め
や
す
い
こ
の

大
き
さ
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
手
帳
売

り
場
で
ど
の
手
帳
が
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ

や
す
い
か
な
と
試
し
か
け
て
「
ハ
ッ
」
と

気
づ
い
た
私
。
決
し
て
悪
気
が
あ
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
戸
田
） 

先
日
、
大
学
時
代
の
友
人
の
結
婚
式
に

出
席
し
ま
し
た
。
と
て
も
き
れ
い
で
感

動
し
ま
し
た
。
友
人
が
、
結
婚
と
同
時
に

県
外
に
行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
式
の
間
中
ず
っ
と
泣
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。（
松
村
） 

　
毛
利
氏
の
氏
神
と
し
て
吉
田
町
相
合
に

創
建
さ
れ
た
宮
崎
神
社
。
毛
利
氏
は
天
正

１９
年（
１
５
９
１
年
）に
広
島
城
を
築
城
、

本
拠
地
は
吉
田
郡
山
城
か
ら
広
島
へ
と
移

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
郡
山
城
は
ど
う

な
っ
た
か
。
こ
れ
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

お
そ
ら
く
城
は
廃
城
と
は
な
ら
ず
、
関
ヶ

原
合
戦（
１
６
０
０
年
）ま
で
維
持
さ
れ
て

い
た
と
推
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す

る
２
点
の
資
料
は
、
宮
崎
神
社
が
毛
利
氏

に
と
っ
て
、
広
島
移
城
後
も
重
要
な
宗
教

施
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
ず
絵
馬
「
繋
馬
図
」（
市
重
文
）
は
、

縦
７３ 
cm
、
横
１
３
０
cm
の
一
枚
板
に
、
朱

色
の
綱
で
繋
が
れ
た
馬
を
、
墨
一
色
で
描

い
た
も
の
で
す
。
絵
馬
に
は
、
慶
長
５
年（
１

６
０
０
年
）８
月
の
奉
納
年
と
「
癸
丑
御

年（
註
１
）武
運
長
久
」
と
い
う
祈
願
文
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
絵
馬

は
、
関
ヶ
原
合
戦
が
始
ま
る
一
月
前
、
こ

の
時
、
西
軍
の
総
大
将
と
し
て
大
坂
城
に

い
た
毛
利
輝
元
の
必
勝
を
祈
願
し
、
社
殿

の
新
築
と
共
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
関
ヶ
原
合
戦
と
い
う
、
お
家
存

亡
の
危
機
に
際
し
、
広
島
移
城
後
に
あ
っ

て
も
吉
田
に
残
さ
れ
た
宮
崎
神
社
が
祈
願

所
と
し
て
最
後
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
や
は
り
吉
田
あ
る
い
は
郡
山
城

が
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
傍
証
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
ま
た
同
社
に
残
る
寛
永
元
年（
１
６
２

４
年
）９
月
の
棟
札
は
、
関
ヶ
原
合
戦
後
、

毛
利
氏
が
防
長
２
ヶ
国
に
減
封
さ
れ
た
江

戸
時
代
に
輝
元
（
宗
瑞:

註
２
）が
社
殿
を

修
理
し
た
時
の
も
の
で
す
。
こ
の
月
に
輝

元
は
病
に
倒
れ
て
お
り
、
こ
の
病
気
治
癒

を
祈
っ
て
、
吉
田
の
宮
崎
神
社
を
修
理
し

た
の
で
し
た
。
輝
元
は
こ
の
翌
年
に
亡
く

な
り
ま
す
が
、
氏
神
・
宮
崎
神
社
が
、
防

長
移
封
後
、
萩
城
内
に
分
霊
さ
れ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
最
後
に
頼
っ

た
の
は
吉
田
に
残
さ
れ
た
宮
崎
神
社
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
な
お
、
紹
介
の
絵
馬
・
棟
札
は
現
在
、

吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
に

寄
託
さ
れ
、
お
も
に
常
設

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

註
１:

癸
丑
＝
天
文
２２
年

（
１
５
５
３
年
）
生

ま
れ
の
毛
利
輝
元
の
意
　 

註
２:

毛
利
輝
元
が
隠
居
し
、
出
家
し
た

後
の
法
名 

 

参
考
文
献 

・『
中
世
吉
田
の
信
仰
展
図
録
』（
平
成
５
年
） 

・『
毛
利
輝
元
と
二
つ
の
城
展
図
録
』（
平

成
１５
年
） 

毛
利
氏
の
氏
神
・
宮
崎
神
社
（
四
） 

毛
利
氏
の
氏
神
・
宮
崎
神
社
（
四
） 

う
じ
が
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み
や
ざ
き
 

写真１　絵馬「繋馬図」　市内最古の絵馬 

写
真
２
　
宮
崎
神
社
寛
永
元
年
棟
札
 

高
さ
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高宮町川根地域では、地域の交通の要
所に看板を立て、みんなで気持ちを引
き締め合って、地域ぐるみで飲酒運転
撲滅に取り組んでいます。 

（関連９ページ） 

地域ぐるみで 
　　飲酒運転撲滅へ 
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本
年
８
月
下
旬
、
福
岡
市
役
所
職
員
が
飲

酒
運
転
で
交
通
死
亡
事
故
（
子
ど
も
３
人
が

死
亡
）
を
起
こ
し
た
結
果
、
国
民
か
ら
飲
酒

運
転
に
対
す
る
厳
し
い
非
難
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。 

　
こ
の
声
を
受
け
て
現
在
、
飲
酒
運
転
な
ど

の
更
な
る
厳
罰
化
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
全
国
や
県
内
で
は
依
然
と
し
て
、

飲
酒
運
転
に
伴
う
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。 

■
県
内
の
飲
酒
運
転
事
故
（
９
月
末
現
在
） 

２
４
３
件
発
生
、
負
傷
者
３
６
４
人
、
死

者
１３
人
。 

（
昨
年
と
比
べ
る
と
件
数
は
１９
件
増
、
負

傷
者
３４
人
増
、
死
者
は
１
人
増
） 

　
飲
酒
運
転
は
「
悪
質
な
犯
罪
行
為
」
で
す
。

万
が
一
起
こ
せ
ば
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

重
大
な
結
果
が
待
っ
て
い
ま
す
。「
現
在
の

幸
せ
な
生
活
」
を
、
ほ
ん
の
軽
い
気
持
ち
か

ら
崩
壊
さ
せ
な
い
よ
う
、
飲
酒
運
転
は
絶
対

に
や
め
て
く
だ
さ
い
。 

飲酒運転 
しないという決意 

飲酒運転 
しないという決意 

　飲酒運転は、だれもがよくないこととわかっていながらなくならず、繰り返し

悲惨な事故が発生しています。 

　お酒を飲んでいても自分は運転がうまいし、酔わないから運転をしても事故さ

え起さなければ大丈夫という考えが過ちの始まりです。 

　アルコールは運動能力や判断力などを著しく低下させます。そのような状態で

運転をしてしまうと、第三者を巻き込む重大な事故を起こす原因となります。飲

酒運転は、重大な「犯罪」です。 

あなたはビール・焼酎・日本酒を飲んでハンドルを握ってしまいました 
あなたの息から出た１リットル中のアルコールの量・あなたの酔った状態は 

「酒酔い運転」 
正常な運転ができないくらい酔っている 

「酒気帯び運転」 
0.15mg以上0.25mg未満の場合 

← 事 故 　 
↓ 

検 問 
↓ 

■罰則 
３年以下の懲役または５０万円以下
の罰金 

■違反行為の
点数・処分 

違反点数：２５点
＋人に傷害を与
えた違反１３点＝
３８点　免許の取
り消しで３年間は
免許がとれない 

■危険運転致死傷罪 
酒の影響で正常な運転ができない
状態で運転【けがをさせた場合】１
か月以上１５年以下の懲役【死亡さ
せた場合】１年以上２０年以下の懲
役 

■ひき逃げ 
５年以下の懲役
または５０万円
以下の罰金　違
反点数：２３点 

＋ 

＋ 

■違反行為の
点数・処分 

違反点数：２５点
免許の取り消し
で２年間は免許
がとれない 

＋ 

事 故 
↓ 

　 検 問 → 
↓ 

■罰則 
１年以下の懲役または３０万円以下
の罰金 

■違反行為の
点数・処分 

違反点数：７点
＋人に傷害を与
えた違反１３点＝
２０点　免許取り
消しで１年間免
許がとれない 

■検知拒否 
３０万円以下
の罰金 

＋ 

＋ 

■違反行為の
点数・処分 

違反点数：６点
　 
３０日間の免許の
停止 

＋ 

事 故 
↓ 

検 問 
↓ 

■罰則 
１年以下の懲役または３０万円以下
の罰金 

■違反行為の
点数・処分 

違反点数：１４点
＋人に傷害を与
えた違反１３点＝
２７点で免許取り
消しで２年間は
免許がとれない 

■業務上（重）過失致死傷罪 
不注意運転による事故で人を死亡
または負傷させたとして、５年以
下の懲役　もしくは禁固　または
１００万円以下の罰金 

■業務上（重）過失致死傷罪 
不注意運転による事故で人を死亡
または負傷させたとして、５年以
下の懲役　もしくは禁固　または
１００万円以下の罰金 

＋ 

＋ 

■違反行為の
点数・処分 

違反点数：１３点 
９０日間の免許の
停止 

＋ 

※事故は人に３か月以上の傷害を与えた場合 
※この処分は一例であり、過去の交通事故や交通違反などの前歴により異なる。  
※この罰則は刑法と道路交通法の罰則を掲載している。人身事故の場合は、このほかに民事の関係で損害賠償金が請求されることになる。 

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
て 

吉
田
警
察
署
交
通
課
長
　
森
岡
　
正
幸 

　平成１３年１０月に千葉県成田市で、友人の車を誘導
中の男性が酒気帯び運転の車にはねられ、意識不明の
まま寝たきりになった事故で、業務上過失傷害などで
懲役２年４か月の実刑判決を受けていた受刑者に被害
者の在宅介護費用、慰謝料など約３億円の支払いを命
じた。 

■平成１６年５月 

　宮城県多賀城市で飲酒運転の男のＲＶ車が信号無
視を重ね、ウォークラリー中の高校生を次々はねた。
高校生３人死亡、１５人重軽傷。懲役２０年。 
■平成１８年８月 

　福岡県福岡市で飲酒運転の福岡市職員の乗用車が
ＲＶ車に追突し、ＲＶ車が「海の中道大橋」から転
落した。幼い兄弟３人が死亡。起訴された職員は懲
戒免職。 

（平成１８年９月２７日訴訟判決　千葉地裁佐倉支部） 
 

危険運転致死傷罪が 
適用された（される）最近の飲酒事故 
 

危険運転致死傷罪が 
適用された（される）最近の飲酒事故 
 

危険運転致死傷罪にならなくても 
民事訴訟で３億円の賠償命令 
 

危険運転致死傷罪にならなくても 
民事訴訟で３億円の賠償命令 
 

特 集  

広島県警察：提供 

0.25mg以上の場合 



本当に運転して大丈夫？ 
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血中アルコール濃度 と中枢神経系症状 本当に運転して大丈夫？ 

ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る 

し
く
み
を
医
師
に
聞
く
。 
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る 

し
く
み
を
医
師
に
聞
く
。 

ケース１　バーベキュー先で… 
　休日に大学のサークル仲間と河原にバーベキューに行き、運転者で
あるＣ君も他の友だちと一緒に、ついつい缶ビールを飲んでしまいま
した。そこでバーベキュー終了後、河原で昼寝をし、酔いをさましてか
ら出発することにしました。昼寝からめざめたところ、酔いはさめて
いませんでしたが、「昼寝をしたから大丈夫」と勝手に判断し、友人た
ちは、Ｃ君がまだ酔いからさめていないことが分かりましたが、「そう
だな。少し酒臭いけど、大丈夫だろう」と、Ｃ君の運転する車で帰途に
つき、その途中、検問にあいました。 

→その結果… 
酒気帯び運転（アルコール濃度０.２５mg以上） 

Ｃ　　　君　違反点数１３点　免許停止（９０日）罰則 

　　　　　　１年以下の懲役または３０万円以下の罰金 

Ｃ君の友人　免許停止（９０日）罰則１年以下の懲役 

　　　　　　または３０万円以下の罰金 

ケース２　二日酔いでゴルフへ… 
　会社員のＤさんは、朝、目がさめると、昨夜行った飲み会の酒が残り、
二日酔いの状態でした。しかしその日はゴルフの約束があり、「酒を飲
んだのは昨晩のことだから大丈夫」と自分に言い聞かせ、車を運転し
てゴルフ場に向かいました。その途中、シートベルトの取締りを受け
た際、酒臭かったため、警察官に検知され、酒気帯び運転が発覚しました。 

→その結果… 
酒気帯び運転（アルコール濃度０.１５mg～０.２５mg） 

Ｄさん　違反点数６点　免許停止（３０日）罰則 

　　　　１年以下の懲役または３０万円以下の罰金 

（警視庁のホームページから抜粋） 

―
酒
気
帯
び
運
転
や
酒
酔
い
運
転
は
体
内

に
入
っ
た
お
酒
の
量
で
決
ま
る
と
聞
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
は
ど
の
く
ら
い
飲
ん
だ

ら
ど
の
く
ら
い
の
数
値
が
で
る
の
で
し
ょ

う
か
。 

　
酔
い
の
程
度
は
、
脳
内
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。
た
だ
し
実
際
に

脳
内
の
濃
度
を
測
る
の
は
不
可
能
な
の
で
、

代
わ
り
に
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
に
よ
っ
て

酔
い
の
程
度
を
判
定
し
ま
す
。 

　
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
と
酔
い
の
程
度
は

次
ペ
ー
ジ
の
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
現
在
の
取
り
締
ま
り
の
基
準
の
呼
気
中
ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
０．
１
５
mg
／
ℓ
は
血
中
濃

度
に
し
て
０．
０
３
％
に
相
当
し
ま
す
。
通

常
「
酔
っ
払
っ
た
」
と
自
覚
す
る
の
は
０．

０
５
％
以
上
で
す
か
ら
、
自
覚
症
状
が
出
る

前
に
「
酒
気
帯
び
運
転
」
と
し
て
の
取
り
締

ま
り
の
対
象
に
な
る
わ
け
で
す
。 

 

―
お
酒
を
飲
む
と
、
飲
む
前
に
比
べ
て
体

に
ど
う
い
っ
た
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ

う
か
。 

お
酒
を
飲
む
と
、
ま
だ
飲
酒
量
は
多
く
な
い

低
濃
度
の
時
点
で
、
視
野
・
視
覚
の
低
下
と

い
っ
た
軽
度
感
覚
麻
痺
と
い
う
安
全
運
転
を

鈍
ら
せ
る
症
状
が
出
現
し
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
考
え
る
と
、
現
在
の
定
め
ら
れ
て
い
る
飲

酒
運
転
の
取
り
締
ま
り
の
基
準
は
決
し
て
行

き
過
ぎ
な
設
定
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

―
ア
ル
コ
ー
ル
は
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に

分
解
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
飲
ん
だ
お
酒
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
↓
ア
セ
ト

ア
ル
デ
ヒ
ド
↓
酢
酸
の
順
に
分
解
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
消
失
さ
せ
る

の
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
脱
水
素
酵
素
の
働
き
に

よ
り
ま
す
。 

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
の
速
さ
は
、
体
格
と

飲
酒
量
と
ア
ル
コ
ー
ル
脱
水
素
酵
素
の
働
き

方
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

ア
ル
コ
ー
ル
脱
水
素
酵
素
の
強
い
弱
い
が
、

酔
い
や
す
さ
の
程
度
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

の
脱
水
素
酵
素
は
、
日
本
人
の
場
合
、
遺
伝

子
型
に
よ
り
大
き
く
３
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

お
酒
を
飲
ん
だ
は
し
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
分

解
す
る
「
強･

強
」
型
。
日
本
に
最
も
多
い

タ
イ
プ
で
あ
る
「
強･

弱
」
型
。
分
解
が
最

も
遅
い
「
弱･

弱
」
型
の
３
つ
で
す
。
こ
の

遺
伝
子
の
関
係
で
、
同
じ
量
の
お
酒
を
飲
ん

で
も
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
が
減
少
し
て
い

く
速
度
は
違
い
ま
す
。 

 

―
ア
ル
コ
ー
ル
脱
水
素
酵
素
の
働
き
に
よ
り
、

一
般
的
な
例
と
し
て
ど
の
く
ら
い
の
時
間

を
か
け
て
分
解
さ
せ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
こ
れ
は
個
人
差
も
あ
り
、
ま
た
薬
を
内
服

し
て
い
る
か
ど
う
か
な
ど
で
も
変
わ
っ
て
く

る
た
め
経
時
的
な
変
化
に
つ
い
て
は
一
概
に

は
言
え
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
目
安
な
の
で
す

が
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
完
全
消
失
す
る
時
間
＝

ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
ｇ
÷（
自
分
の
体
重
㎏

÷
10
）と
い
う
式
が
参
考
に
な
る
か
と
思
い

ま
す
。
５０ 
kg
の
人
が
ビ
ー
ル
大
瓶
２
本
飲

ん
だ
場
合
な
ら
、
約
６３
ｇ
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂

取
に
な
る
の
で
、
完
全
消
失
ま
で
に
は
６３
÷

５
＝
１２
．
６
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
夜
９
時
ま
で
飲
ん
だ
ら
翌
朝
１０
時
前

に
よ
う
や
く
消
失
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

│
お
酒
に
強
い
人
と
弱
い
人
と
い
う
の
は

何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
酔
い
や
す
さ
の
程
度
と
は
別
に
お
酒
に
強

い
人
、
弱
い
人
と
い
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き

に
関
わ
っ
て
く
る
の
は
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
で
は
な
く
血
中
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
濃
度

（
及
び
そ
れ
を
分
解
す
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
脱
水
素
酵
素
）で
す
。
こ
の
酵
素
の
強
さ

も
遺
伝
子
に
よ
っ
て
大
き
く
３
つ（
強･
強
、
強

･

弱
、
弱･

弱
）に
分
か
れ
ま
す
。
酵
素
の
働

き
が
強
い
人
は
飲
ん
で
も
赤
く
な
り
ま
せ
ん

し
、
弱
い
人
は
す
ぐ
に
赤
く
な
り
、
気
持
ち

悪
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
お
酒

に
対
す
る
強
さ
・
弱
さ
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
の
濃
度
で
す
か
ら
、
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
を
規
定
す
る
の
は
体
格
と
飲
酒
量
と
ア
ル

コ
ー
ル
脱
水
素
酵
素
の
働
き
な
の
で
す
。
む

し
ろ
、
強
い
分
だ
け
飲
酒
量
が
増
え
、
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
が
高
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

結
論
　
休
ん
で
帰
る
場
合
や
、
飲
酒
の
次

の
日
の
運
転
は
、
自
分
の
ア
ル
コ
ー
ル
分

解
能
力
と
飲
酒
量
、
こ
の
分
解
時
間
を
目

安
に
運
転
を
で
き
る
か
を
考
え
て
。 

　
３
５
０
ml
缶
ビ
ー
ル
１
本
の
ア
ル
コ
ー

ル
で
も
完
全
消
滅
ま
で
お
お
む
ね
６
時
間
か

か
り
ま
す
。
１
・
２
時
間
の
休
憩
で
酔
い
は

さ
め
た
つ
も
り
で
も
、
体
の
中
に
は
し
っ
か

り
と
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ
て
い
ま
す
。
２
日

酔
い
に
な
る
く
ら
い
飲
ん
で
い
れ
ば
、
次
の

日
の
朝
は
飲
酒
運
転
に
。
自
分
の
体
と
相
談

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

分　類 
（血中アルコール濃度） 

0期 
＜爽快期＞ 
（ ～0.05％） 

1期 
＜ほろ酔い初期＞ 
（ 0.05～0.10％） 

2期 
＜ほろ酔い後期＞ 
（ 0.10～0.15％） 

3期 
＜酩酊期＞ 

（ 0.15～0.25％） 

4期 
＜泥酔期＞ 

（ 0.25～0.35％） 

5期 
＜昏睡期＞ 

（ 0.35～0.5％） 

症　　　　　状 アルコール飲用量 

爽快感　　軽度感覚麻痺 
（味覚、嗅覚の鈍化、視野・視覚の低下） 

ほろ酔い状態　　多弁、不安、緊張の減少 
身体的麻痺（呼吸促進、脈拍増加、痛覚閾 
値の上昇） 

自己抑制の解除、発揚状態 
多弁、行動活発化 
手指の震え、感情の不安定化 

平衡感覚麻痺、 
運動神経麻痺に伴う歩行障害（千鳥足） 
感覚麻痺（言語不明瞭）、健忘症 

悪心・嘔吐、意識混濁 
運動機能麻痺（歩行不能）　脊髄反射麻痺 

昏睡・呼吸麻痺（時に死亡） 
血管運動中枢麻痺　大・小便の垂れ流し 
 

清酒1合 
（ビール大瓶1本、 
ウイスキーシングル2杯程度） 

清酒2合 
（ビール大瓶2本、 
ウイスキーシングル3～5杯程度） 

清酒3合 
（ビール大瓶3本、 
ウイスキーシングル6～7杯程度） 

清酒5合 
（ビール大瓶5～7本、 
ウイスキーシングル8～10杯程度） 

清酒１升 
（ビール大瓶8～10本、 
ウイスキーボトル1本程度） 

清酒１升 
（ビール大瓶1ケース～10本、 
ウイスキーボトル1本以上） 

大原健士朗、宮里勝政編「アルコール・薬物の依存症」医学書院　１９９７ 

酔
い
を
さ
ま
せ
ば
運
転
で
き
る
の
か
？ 

　「
飲
ん
で
し
ば
ら
く
休
憩
し
た
か
ら
」、「
お
酒
を
飲
ん
だ
の
は
昨
夜
だ
か
ら
」
と
は
い
っ

て
も
ま
だ
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
し
き
れ
て
い
な
け
れ
ば
飲
酒
運
転
に
。 

　
お
酒
を
飲
ん
で
ど
の
く
ら
い
た
っ
た
ら
運
転
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。
ま
た
次
の
日

に
運
転
し
な
い
と
い
け
な
い
と
き
は
、
前
日
の
飲
酒
は
ど
う
気
を
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院
内
科
の
佐
藤
友
紀
先
生
に
、
お
酒
を
分
解
す

る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。 

 

Ｊ Ａ吉田総合病院 

内科　佐藤　友紀 先生 
さ と う 　 と も き 

飲
酒
運
転 

し
な
い
と
い
う

決
意 

特集 
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飲
酒
運
転
で
捕
ま
る
と
、
社
会
的
地
位
も

仕
事
も
全
部
失
い
ま
す
。
今
は
だ
れ
も
が
す

べ
て
を
失
う
わ
け
で
す
か
ら
、
明
日
か
ら
の

生
活
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
み
ん
な
知
っ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
、
回
り
を
見
て
み
た
ら
、
ま
だ
ま

だ
飲
酒
運
転
の
こ
と
に
気
持
ち
が
甘
い
人
が

い
る
な
あ
と
感
じ
ま
す
。 

　
私
も
お
酒
を
飲
む
口
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
の
後
な
ど
、
の
ど
が
か
ら
か
ら
に
渇

い
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
飲
み
た
い
の
は
お
茶

や
ジ
ュ
ー
ス
よ
り
、
ビ
ー
ル
で
す
。
し
か
し
、

運
転
が
あ
る
と
き
は
飲
ま
な
い
と
決
め
て
い

る
の
で
飲
み
ま
せ
ん
。
す
べ
て
は
メ
ン
タ
ル

の
面
で
す
。 

　
お
酒
が
出
て
、
飲
む
、
飲
ま
な
い
は
気
持

ち
一
つ
で
す
。
心
の
中
に
、
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
と
い
う
す
き
が
あ
る
か
ら
、
つ
い
飲
ん

で
運
転
し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
も
う
自

己
責
任
に
お
い
て
、
取
り
組
む
し
か
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
に
対
す
る
罰
則
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
は
み
ん
な
知
っ
て
い
ま
す
。
知

っ
て
い
て
も
そ
れ
を
覚
悟
で
「
今
日
は
警
察

が
い
な
い
か
ら
」、「
絶
対
に
大
丈
夫
」
自
分

の
勝
手
な
判
断
で
運
転
を
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
ね
。
み
ん
な
自
分
を
も
っ
と
大
事
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
酒
を
飲
ん

で
運
転
し
な
い
こ
と
は
絶
対
の
約
束
事
で
す
。 

吉
田
自
動
車
教
習
所
所
長
に
聞
く
。 

 

佐古田邦章 さん 

吉田自動車教習所　所長 
 

　「めざせ生涯無事故」が吉田自動車教習所の

合言葉。飲酒運転をしてはいけないことは当

然のこととして生徒に伝えている。 

さ 　 こ 　 だ　くに　あき 

　
飲
酒
運
転
を
社
会
全
体
で
な
く
し
て
い
こ

う
と
い
う
取
り
組
み
は
広
が
り
つ
つ
、
ま
た

定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
会
合
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
だ
と
、

こ
こ
で
は
お
酒
が
出
る
な
と
い
う
と
こ
ろ
で
も
、

お
茶
や
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
し
、
老
人
会
の
行
事
な
ど
で
の
飲

酒
の
機
会
も
、
こ
れ
ま
で
の
呼
び
か
け
に
応

じ
て
く
れ
て
、
送
迎
車
に
よ
っ
て
対
応
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
社
会
全
体
と
し
て
飲
酒

運
転
を
撲
滅
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
本
人
の

気
持
ち
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
を
支
え
る
周

り
の
人
も
協
力
や
配
慮
も
あ
れ
ば
な
お
さ
ら

よ
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
会
議
を
開
催

す
る
と
き
に
も
、
こ
の
会
に
は
お
酒
を
出
そ

う
と
思
う
主
催
者
は
、
事
前
に
参
加
者
へ
知

ら
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
こ
れ

に
よ
り
心
構
え
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
ま
た
会
合
な
ど
で
は
司
会
者
が
飲
酒
運

転
を
し
な
い
よ
う
に
と
よ
び
か
け
る
こ
と
も

大
切
で
し
ょ
う
。 

　
推
進
隊
は
、
１
件
で
も
死
亡
事
故
を
な
く

し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
、
警
察
や
行
政
と

協
力
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
手

本
と
な
れ
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
年

末
年
始
に
か
け
て
、
お
酒
を
飲
ま
れ
る
機
会

が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
絶
対
に
飲
酒

運
転
を
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

交
通
安
全
運
動
推
進
隊
長
に
聞
く
。 

米岡　正義 さん 

安芸高田市交通安全運動推進隊 
 

　安芸高田市交通安全運動推進隊は、１日と１５

日に、子どもたちの安全や地域の交通安全を

目的に朝の街頭指導を行っています、また飲

酒運転の追放をめざして、街頭指導やＰＲ活

動や、警察と合同で、交通安全週間に活動を

行っています。 

よね　おか　　　まさ　よし 

　
私
が
受
け
る
交
通
事
故
相
談
は
、
被
害
者

か
ら
の
相
談
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
飲
酒
運
転

と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
交
通
事
故
に
遭
っ
て
、

治
療
を
受
け
て
、
治
療
費
の
こ
と
や
、
保
険

会
社
と
の
補
償
交
渉
の
こ
と
、
も
し
も
障
害

が
残
っ
た
ら
後
遺
症
の
こ
と
や
、
今
後
の
勤

務
の
休
業
補
償
の
こ
と
、
慰
謝
料
の
こ
と
等
、

心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
。 

　
そ
う
し
た
相
談
を
受
け
て
い
て
い
つ
も
感

じ
る
こ
と
は
、
加
害
者
の
被
害
者
に
対
す
る

思
い
や
り（
過
失
意
識
や
モ
ラ
ル
）が
大
変
低

く
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
金
銭
的
賠
償
は

保
険
会
社
が
対
応
し
て
く
れ
る
も
の
だ
と
い

う
気
持
ち
が
強
す
ぎ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
加

害
者
が
お
見
舞
い
に
も
来
な
い
と
い
う
話
を

よ
く
聞
き
ま
す
。 

　
金
銭
的
補
償
さ
え
あ
れ
ば
と
い
う
こ
と
で

済
ま
さ
れ
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
被
害

者
の
悲
嘆
・
落
胆
に
比
べ
、
加
害
者
の
犯
罪
・

過
失
意
識
の
な
い
妙
な
軽
さ（
能
天
気
振
り
）

は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
飲
酒
運
転
の
加
害
者
は
、
酒
を
飲
ん
で
事

故
を
し
て
、
運
が
悪
か
っ
た
だ
け
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
被
害
者
は
そ
れ
で
命
を
失
い
、

あ
る
い
は
一
生
を
棒
に
振
り
、
運
が
悪
か
っ

た
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。
理
性
と
判
断
力

を
失
わ
せ
る
「
飲
酒
運
転
」
は
完
全
に
犯
罪

で
す
。
車
は
便
利
だ
が
危
険
な
乗
り
物
で
す
。

も
う
一
度
よ
く
み
ん
な
で
、
ハ
ン
ド
ル
を
握

る
責
任
と
も
し
も
の
時
の
被
害
者
へ
の
「
思

い
や
り
」
を
、
も
う
少
し
良
く
考
え
ま
し
ょ
う
。 

県
民
相
談
員
（兼）
交
通
事
故
相
談
員
に
聞
く
。 

有田　正希 さん 

県民相談員（兼）交通事故相談員 
 

　可部の芸北地域事務所の中に交通事故相談

所はある。電話での相談にも応じる。 

℡０８２－８１４－３１８１。 

あり　た　　　まさ　き 

　
昭
和
５１
年
の
こ
と
で
す
。
私
は
３
度
目
の

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
を
引
き
起
こ
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
お
店
で
買
い
物
を
し
て
い
た

奥
さ
ん
を
待
つ
方
が
乗
っ
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
に

後
ろ
か
ら
激
突
。
む
ち
打
ち
の
け
が
を
負
わ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
仕
事
か
ら
の
帰
り
道
、
ち
ょ
っ
と
１
杯
だ

け
の
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
気
が

ゆ
る
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
量
が
増
え
、

そ
の
ま
ま
運
転
し
て
帰
り
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
事
故
。
私
は
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
く
ら

い
ふ
ら
ふ
ら
で
し
た
。
事
故
を
し
た
と
聞
い
て
、

妻
や
親
戚
が
心
配
を
し
て
現
場
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
私
は
相
手
の
方
に
申
し
訳
な
い
気

持
ち
と
、
自
分
に
対
し
て
情
け
な
い
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

　
私
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
だ
っ
た
の
で
す
。

た
び
た
び
飲
み
す
ぎ
て
い
ま
し
た
。
お
酒
の

こ
と
で
妻
と
は
口
論
に
な
り
、
酔
っ
た
感
情

で
子
ど
も
た
ち
に
き
つ
く
当
た
る
。
私
の
こ

と
を
怯
え
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
家
族

の
み
ん
な
を
私
一
人
が
振
り
回
し
て
い
る
こ

と
は
自
分
で
も
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
傍
若

無
人
な
行
動
を
酔
い
が
さ
め
始
め
る
と
後
悔

し
始
め
ま
す
。
情
け
な
く
て
布
団
の
中
で
泣

い
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
故
を
き
っ
か
け
に
私
が
選
ん
だ
道
は
、

一
生
涯
お
酒
は
飲
む
ま
い
と
い
う
決
断
で

し
た
。
断
酒
会
に
通
っ
て
酒
を
飲
ま
な
く
な

っ
て
３０
年
、
と
て
も
平
穏
無
事
な
生
活
が
過

ご
せ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

　
断
酒
の
経
験
か
ら
飲
酒
運
転
を
し
な
い
こ

と
に
も
共
通
す
る
か
な
と
感
じ
た
こ
と
が
２

点
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
車
の
運
転
を
す

る
人
に
お
酒
の
席
で
無
理
に
勧
め
な
い
こ
と
。

い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
お
酒
を
飲
め
な
い
人
は

い
ま
す
。
そ
の
人
に
し
つ
こ
く
勧
め
る
の
は

や
め
ら
れ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
家
族
を
大
切
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
。
私
の
場
合
は

お
酒
の
せ
い
で
、
家
族
の
心
に
大
き
な
傷
を

負
わ
せ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ

と
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
記
憶
と

い
う
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
田
ん
ぼ
で
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
親
子
の
姿
を
見

る
と
う
ら
や
ま
し
く
て
し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

や
り
た
く
て
も
や
り
直
し
は
き
き
ま
せ
ん
。

私
は
、
今
、
せ
め
て
孫
た
ち
と
の
時
間
を
大

切
に
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

　
酒
は
魔
物
。
人
生
を
大
き
く
狂
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
知
っ
て
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
本
人
も
苦
し
む
と
同
じ
よ
う
に
、

家
族
も
苦
し
み
ま
す
。
被
害
者
も
加
害
者
も

一
生
涯
苦
し
み
ま
す
。
間
違
い
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

断
酒
ふ
た
ば
会
の
会
員
に
聞
く
。 

飲酒運転　こう思う 
飲
酒
運
転 

し
な
い
と
い
う

決
意 

特集 
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　飲酒運転撲滅へ向けて、企業、地域などでさまざまな取 

り組みが行われています。いくつかの事例を紹介します。 

　広島県警察本部と広島県飲食業生活

衛生同業組合などでは、飲酒運転は、

大事故を引き起こす危険な行為である

ことを呼びかけるため、飲酒運転追放

を宣言するステッカーを製作、安芸高

田市内でも同組合に加入する飲食店等

に配布されています。 

　ステッカーは、縦３０センチ、横 9

センチで、青地に白字で「飲酒運転追

放宣言の店」と記されたもの。飲食店

等に掲示してもらい、飲酒運転の追放

に協力してもらうこととしています。 

■飲酒運転追放宣言ステッカーを製作 

　吉田郵便局で

は、外務員を対

象に毎朝のミー

ティングの際に、

ＳＫＹＴを実施

されています。

これは危険予測

トレーニングと

言われるもので、

全国の郵便局が交通事故防止の意識啓発として実施して

いるものです。配達業務などで外務員が遭遇しそうな状

況を絵に描いたものを見て、どういった危険があるか、

どういった点に注意すれば事故を未然に防げるかという

ことを全員で指摘しあうものです。 

　また、業務上、危険と思われる箇所については危険箇

所マップを作成されています。これは交差点や道路の狭

隘な部分などで事故の危険性がある箇所について地図に

記したもので、交通事故防止にむけ注意を喚起されてい

ます。 

　飲酒運転の防止についても文書、口頭で注意を呼びか

けるとともに、業務時間内外を問わず、局員同士でも注

意を促しあっておられます。 

　タクシー事業者には乗務員に対し就業前には

酒気帯び検査が義務付けられているそうで、ニ

コニコタクシーにおいてはアルコール検知器に

より実施されています。 

　また出発前の点呼時には当日の乗務員の健康

状態、気象状況等を確認し事故の無いよう注意

しています。 

　事務所内に「飲酒運転防止」のポスター等を

掲示するとともに、県のタクシー協会からの飲

酒事故や、タクシー強盗等の事例が発生した場

合の通知を、乗務員に伝えるなどしておられます。 

■タクシー会社では… 

　備北交通では、自宅から営業所までの自家用車通勤について

も注意を払い、全乗務員にアルコール検知器を貸与、出勤前に

自宅で検査し酒気帯びでないことを確認、出勤後は乗務前に会

社の検知器で再度チェックを行っておられます。終点の末端駐

在地の始発乗務員についてはＴＶ電話で運転手の健康状態も含

めて確認を行います。 

　また意識啓発として１０月には全営業所を対象に、警察の交

通課長さんなどを講師に迎えて飲酒運転防止の講習会を実施さ

れました。 

　業界で飲酒事故等が発生した場合には事例を乗務員に通知し

注意を呼びかけておられます。 

■バス会社では… 

　安芸高田市では９月２１日に安全で安心して暮らせる交通

環境を目指して「飲酒運転追放宣言」を行ったところです。 

　また全国的に公務員の飲酒運転による交通事故等が多発

していることなどに鑑み、安芸高田市職員に対し、公務員

意識の高揚を目的として、１１月７日に市職員の懲戒処分等

の指針を定めました。その指針の中で、飲酒運転であるこ

とを知りながらその車両に同乗した職員や、飲酒運転とな

ることを知りながら飲酒を勧めた職員も懲戒処分の対象と

するなど、飲酒運転に対する処分を厳罰化しています。 

　いずれにしても職員一人一人が高い倫理意識を保持しつつ、

その職責を果たし間違っても市民の公務に対する信頼性を

揺るがせることのないよう努めたいと考えています。 

■安芸高田市では… ■地域のイベントでは… 

　高宮町の川根振興協議会では、福岡市で起きた事件を

受けて、地域ぐるみで飲酒運転をなくしていこうと、地

域の交通の要所に飲酒運転撲滅に向けた看板を設置され

ました。看板の上につけられた赤色回転灯は、２４時間

３６５日回り続け、地域住民の心を照らしています。 

　住民からは、「この看板は警察がつけたものではなく、

自分たちでつけたもの。看板の前を通るたびに気持ちが

引き締まる」との感想が寄せられているそうです。これ

まで飲酒運転に対して、法を犯しているという意識よりも、

田舎だから許されるだろうという気持ちから、「気をつ

けて帰れよ」という声をかける程度でした。 

　しかし、重大な事故が繰り返されるたび、われわれも

えりを正さねばと、自ら行動を起こされました。社会問

題を解消させ、自分たちの地域は自分たちの力でという

原点に立ち返り、自分たちの取り組みで飲酒運転のない

地域を創ろうとされています。 

　川根地域ではこれからもこれまでと同様に、イベント

でのお酒の販売は続けられます。「コミュニティづくり

にはお酒は必要」ということはこれまでの経験から学ん

できたことです。これからは、送迎などで飲酒運転をさ

せない、飲んでも乗らせない仕組みを創っていかれます。 

■地域では… 

　他のイベントと同じようにたかみや大地のまつり

でも、飲酒運転撲滅に向けて、オープニングセレモ

ニーで実行委員長が宣言文を読み上げました。「重大

事故に直結する悪質危険な飲酒運転を永久に追放し、

安心安全に暮らせる地域社会を確立するため、私た

ちは、酒を飲んだら絶対に車を運転しない、酒を飲

む席に車を運転していかない、車を運転する人に酒

を勧めないことを実践します」という宣言文は、会

場内にも配られ、来場者、スタッフみんなで確認し

あいました。 

　飲酒運転撲滅

宣言は、スタッ

フによって各地

域に持ち帰られ

高宮各地域へ広

められました。 

■郵便局では… 

飲
酒
運
転 

し
な
い
と
い
う

決
意 

特集 

飲酒運転撲滅へ 

市内の取り組み 
　　　　　　を追う 
 

市内の取り組み 
　　　　　　を追う 
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朝
起
き
る
と
窓
の
外
は
一
面
に
霜
が
降
り
、

こ
こ
市
原
刑
務
所
で
新
た
な
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
の
正
月
も
拘
置
所

で
過
ご
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
拘
禁
さ
れ
て

２
度
目
の
正
月
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 

　
世
間
一
般
で
は
新
年
に
備
え
て
忙
し
い
毎

日
が
続
き
、
家
族
団
ら
ん
で
お
正
月
を
迎
え

る
準
備
を
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
平
成
１３
年
の
秋
、
午
前
零
時
を
過
ぎ
た
こ

ろ
、
私
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
を
起

こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
世
に
生
を
受

け
て
い
ま
だ
２０
歳
と
い
う
若
い
男
性
の
尊
い

命
を
私
の
勝
手
気
ま
ま
な
運
転
で
奪
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。 

　
当
日
、
私
は
仕
事
を
終
え
、
友
人
と
約
束

の
場
所
で
会
い
、
居
酒
屋
と
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
で
中
ジ
ョ
ッ
キ
４
杯
と
瓶
ビ
ー
ル
１
本

を
飲
み
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
酒
の
量
も
増

え
て
い
ま
し
た
。
気
が
つ
く
と
午
後
１１
時
を

回
っ
て
い
ま
し
た
。
妻
に
は
残
業
で
遅
く
な

る
と
言
っ
て
い
た
手
前
、
家
に
帰
ら
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
、
頭
の
中
は
そ
れ
ば
か
り
で

し
た
。 

　
普
段
は
飲
酒
運
転
な
ど
は
せ
ず
、
飲
む
時

は
家
で
飲
む
か
車
を
置
い
て
タ
ク
シ
ー
で
帰

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
そ
の
日
は
友

人
と
飲
ん
だ
場
所
が
遠
方
で
も
あ
り
、
そ
の

時
に
限
っ
て
タ
ク
シ
ー
が
つ
か
ま
ら
ず
、
と

に
か
く
早
く
帰
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
先

行
し
飲
酒
運
転
が
悪
い
こ
と
だ
と
知
り
つ
つ

も
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

こ
こ
が
今
回
の
事
故
に
結
び
つ
く
大
き
な
判

断
ミ
ス
だ
っ
た
の
で
す
。
友
人
を
家
ま
で
送

り
届
け
、
そ
の
ま
ま
仮
眠
も
と
ら
ず
車
を
走

ら
せ
１
時
間
く
ら
い
し
、
自
宅
ま
で
残
り
１０

分
く
ら
い
の
と
こ
ろ
で
交
差
点
内
へ
さ
し
か

か
っ
た
時
で
し
た
。
目
の
前
を
原
付
バ
イ
ク

が
右
折
し
始
め
て
い
た
の
に
気
が
付
き
、
慌

て
て
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
ま
し
た
。
間
に
合
わ

ず
「
グ
シ
ャ
」
と
い
う
鈍
い
音
と
と
も
に
相

手
の
男
性
が
ボ
ン
ネ
ッ
ト
越
し
に
吹
っ
飛
ん

で
い
き
ま
し
た
。 

　
私
は
唖
然
と
し
て
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な

っ
て
し
ま
い
、
そ
の
後
、
考
え
ら
れ
な
い
行

動
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
相
手
方
の

救
命
措
置
を
す
る
こ
と
も
な
く
警
察
、
救
急

車
の
手
配
も
せ
ず
、
そ
の
場
を
走
り
去
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
妻
に
知
ら
れ
る
こ
と
を

恐
れ
、
飲
酒
運
転
が
ば
れ
て
免
許
取
り
消
し
、

会
社
は
懲
戒
解
雇
、
自
分
に
は
不
利
益
な
こ

と
ば
か
り
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
相
手
方
の

ケ
ガ
の
こ
と
を
真
っ
先
に
優
先
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
、
身
勝
手
な
自
分
が
情
け

な
く
て
何
度
も
自
分
を
の
の
し
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
日
の
う
ち
に
警
察
に
逮
捕
、
留
置
さ

れ
、
夜
も
寝
付
く
こ
と
が
出
来
ず
、
頭
の
中

が
交
錯
し
、
途
方
に
暮
れ
る
毎
日
で
し
た
。 

　
後
に
私
の
母
親
、
妻
、
会
社
の
上
司
の
方

が
面
会
に
来
て
く
れ
た
時
、
被
害
者
の
葬
式

に
出
て
、
何
度
も
頭
を
下
げ
て
謝
罪
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
私
は
ご
遺

族
の
方
ば
か
り
で
は
な
く
、
身
内
の
者
、
そ

の
他
大
勢
の
人
に
つ
ら
い
思
い
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。 

や
が
て
拘
置
所
へ
移
監
さ
れ
、
裁
判
の
日
が

来
る
の
を
悔
や
む
心
で
待
ち
ま
し
た
。
実
刑

２
年
の
判
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
事

故
後
、
拘
束
さ
れ
続
け
て
い
た
の
で
被
害
者

宅
へ
出
向
く
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
せ
め
て
今
の
私
の
気
持
ち
を
伝
え
た
く
て

謝
罪
の
手
紙
を
２
通
出
し
ま
し
た
。 

　
裁
判
所
で
初
め
て
ご
遺
族
の
方
々
の
姿
を

見
て
、
正
直
ヒ
ヤ
リ
と
し
ま
し
た
。
罪
状
認

否
で
私
の
背
中
越
し
に
ご
遺
族
の
す
す
り
泣

く
声
、「
息
子
を
返
し
て
…
」
と
言
わ
れ
て

私
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
た
だ

た
だ
深
々
と
頭
を
下
げ
る
ば
か
り
で
口
に
出

る
言
葉
は
「
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」

の
繰
り
返
し
で
し
た
。 

　
現
在
、
市
原
刑
務
所
で
刑
を
務
め
て
い
る

私
で
す
が
、
被
害
者
に
対
し
て
私
の
出
来
る

償
い
と
は
何
な
の
か
い
ま
だ
に
答
え
が
見
出

さ
れ
ま
せ
ん
。 

　
命
日
の
個
別
焼
香
、
月
１
回
の
合
同
焼
香
、

そ
の
他
、
催
さ
れ
る
行
事
な
ど
に
は
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
決
し
て
そ

れ
だ
け
で
は
償
い
に
な
っ
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
こ
で
の
刑
期
が
完
了
す
れ
ば
刑
事

的
責
任
は
終
わ
り
ま
す
が
、
今
後
の
私
は
被

害
者
の
方
々
に
対
し
て
一
生
償
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
決
し
て
許
さ
れ
る
こ

と
で
は
な
く
て
も
、
何
度
も
何
度
も
手
を
合

わ
せ
て
供
養
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

　
事
故
後
、
１
年
が
過
ぎ
、
相
手
方
が
示
談

に
応
じ
て
く
れ
た
こ
と
が
せ
め
て
も
の
救
い

で
す
。
こ
ん
な
私
で
も
私
の
帰
り
を
待
っ
て

い
る
妻
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
、
心
を
入

れ
変
え
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
、
こ
の
手
記
を
読
ん
で
い
る
み
な

さ
ま
へ
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
故
は
偶
然
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、
自

分
の
お
ろ
か
な
行
動
が
引
き
金
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
分
か
っ
て
欲
し
い
の
で
す
。 

　
二
度
と
私
の
よ
う
な
過
ち
を
犯
す
こ
と
の

な
い
よ
う
に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。 

取
材
を
終
え
て 

　
飲
酒
運
転
は
な
ぜ
し
て
は
い
け
な
い
の
か
、
改
め

て
基
本
に
立
ち
返
っ
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
厳

し
い
罰
を
受
け
る
か
ら
い
け
な
い
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
話
を
伺
う
中
で
、

飲
酒
運
転
を
し
て
だ
れ
か
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け

な
い
か
ら
、
大
人
の
モ
ラ
ル
と
し
て
、
飲
酒
運
転
は

し
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
か
わ
り
ま
し
た
。 

　
飲
酒
運
転
は
、
反
応
速
度
が
に
ぶ
く
な
り
、
ブ
レ

ー
キ
や
ア
ク
セ
ル
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
が
雑
に
な
り
ま
す
。

ま
た
気
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
、
大
幅
な
速
度
オ

ー
バ
ー
な
ど
、
大
事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
注
意
力
と
い
う
運
転
中
に
最

高
に
高
め
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
大
切
な
も
の
が
、

全
然
高
ま
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
れ
か
ら
飲
酒
運
転
を
撲
滅
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
と
い
う
自
分
の
決
意
と
、
仲
間
、

地
域
、
企
業
ぐ
る
み
で
飲
ん
だ
ら
運
転
を
さ
せ
な
い
、

飲
酒
運
転
を
し
な
く
て
も
良
い
仕
組
み
と
雰
囲
気
を

作
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
今
、
飲

酒
運
転
と
い
う
社
会
問
題
が
大
き
な
転
機
を
迎
え
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
家
族
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
が
心
が
け

の
ひ
と
つ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
も
飲
酒

運
転
で
検
挙
、
事
故
等
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

家
族
に
も
大
き
な
負
担
を
与
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
大
人
の
姿
を
見
て
育
ち
ま
す
。
飲
酒
運
転
撲
滅
に

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

財団法人東京交通安全協会　　　　　　 

　　　　　　「贖いの日々から」転載 

 

息子を返してと言われて 

Ｍ・Ｏ　会社員（４２歳） 

 

贖いの日々 贖いの日々 

飲酒運転追放宣言 
　飲酒運転による交通事故は依然として後を絶たず、多くの尊い命が失われてい

ます。重大事故に直結する悪質・危険な飲酒運転を永久に追放し、安全で安心し

て暮らせる交通社会を確立するために、私たちは次のことを実践します。 

①酒を飲んだら絶対車を運転しない。 

②酒を飲む席に車を運転していかない。 

③車を運転する人に酒をすすめない。 

以上を宣言します。 平成18年 9月 21日　　　　　　 

安芸高田市長　児玉更太郎 
 

 飲酒運転に対する市長の想い 

　９月２１日「飲酒運転追放宣言」を行って以来、市民の皆様の飲酒運転に対する

意識の高まりまた、取り組みに対して深く敬意を表します。市としましては、今

後とも関係機関・団体と連携を強化し、啓発を行ってまいります。市民の皆様も、

今一度、交通安全の原点に立ち返り、飲酒運転は絶対にしない・させないという

強い意識を持っていただき、交通事故のない、だれもが安全で安心して暮らせる

まちづくりをともに進めてまいりましょう。 

飲
酒
運
転 

し
な
い
と
い
う

決
意 

特集 
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楽
し
く
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
が

下
佐
地
域
の
元
気
の
源
。 

振
興
会
の
情
報
は
毎
月
の
広
報
で

各
戸
に
伝
え
て
い
く
。 

　
地
域
の
中
心
に
ど
っ
し
り
と
腰

を
す
え
る
太
鼓
型
の
建
物
「
下
佐

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」。
元

小
学
校
と
中
学
校
の
分
校
の
跡
地

に
１
９
９
９
年
地
域
と
し
て
念
願

の
公
民
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
地

域
の
色
を
建
物
に
も
取
り
入
れ
よ

う
と
、
建
物
の
イ
メ
ー
ジ
は
地
域

に
伝
わ
る
面
山
源
流
太
鼓
の
形
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
す
。
こ
こ

を
拠
点
に
下
佐
振
興
会
は
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
１
つ
の
行
事
を
行
う
に
あ
た
っ

て
は
、
だ
い
た
い
３
回
の
役
員
会

を
開
催
し
て
、
準
備
を
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
長
年
に
わ

た
る
取
り
組
み
で
、
ど
の
行
事
も

基
礎
的
な
土
台
は
あ
り
ま
す
が
、

少
し
で
も
楽
し
く
、
良
く
し
た
い

と
話
し
合
い
は
か
か
し
ま
せ
ん
。 

　「
話
し
合
い
こ
そ
が
地
域
の
力

だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
集
ま

っ
て
わ
い
わ
い
と
話
し
て
い
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が

う
か
ん
で
く
る
ん
で
す
よ
」。 

下
佐
振
興
会
の
永
井
光
宣
会
長
は
、

役
員
の
皆
さ
ん
の
顔
を
見
渡
し
て

目
を
細
め
ま
す
。
役
員
の
皆
さ
ん

か
ら
と
て
も
仲
の
良
い
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
役
員
の
皆
さ

ん
に
は
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
か
ら
元
気
が
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
下
佐
地
域
で
も
、
と
か
く
、

行
事
に
役
員
ば
か
り
が
出
て
く
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
は
い
け
な
い
と
、
年
１
回
発

行
し
て
い
た
８
ペ
ー
ジ
の
広
報
に

合
わ
せ
て
、
毎
月
、
広
報
し
も
さ

を
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
で
の
手

作
り
広
報
で
す
。
行
事
の
お
知
ら

せ
か
ら
、
行
わ
れ
た
行
事
の
報
告
、

ま
た
は
下
佐
地
域
に
関
係
す
る
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

広
報
も
広
報
し
も
さ
も
共
通
し
た

特
徴
は
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
が
大

き
い
こ
と
で
す
。「
た
く
さ
ん
の

文
字
よ
り
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
の
方

が
伝
わ
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
役
員
の
皆
さ
ん
の
配
慮
が

あ
り
ま
す
。 

取
り
組
み
の
中
か
ら
み
ん
な
の
得

意
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。 

地
域
の
力
を
活
用
し
た
役
員
体
制

や
グ
ル
ー
プ
活
動
。 

　
広
報
や
下
佐
地
域
で
行
わ
れ
た

行
事
の
情
報
は
ま
と
め
ら
れ
て
、

即
座
に
市
役
所
へ
と
送
ら
れ
て
、

安
芸
高
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
と
行

政
の
パ
イ
プ
役
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
地
域
振
興
会
レ
ポ
ー
タ
ー
の

持
丸
節
子
さ
ん
。
行
事
の
た
び
に

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
か
け

ま
わ
り
、
毎
月
の
広
報
の
編
集
も

行
っ
て
い
ま
す
。 

　「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
ま
す
。
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
よ
く
地
域
の
情

報
を
見
て
く
れ
て
い
ま
す
。
田

舎
の
最
新
の
様
子
が
伝
え
ら
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
」。 

持
丸
さ
ん
に
と
っ
て
、
地
域
か

ら
「
こ
ん
な
情
報
が
あ
る
よ
」

と
い
う
連
絡
や
、
出
身
者
の
方

か
ら
の
「
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
」

と
い
う
声
が
何
よ
り
の
励
み
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
下
佐

地
域
で
は
得
意
分
野
を
上
手
に

活
用
さ
れ
て
、
地
域
内
外
へ
情

報
を
発
信
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
下
佐

振
興
会
で
は
地
域
の
力
を
上
手

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
た
く
さ
ん
あ
る
グ
ル
ー
プ
活

動
で
す
。
芸
能
育
成
、
ハ
ー
ブ
、

わ
ら
細
工
、
炭
焼
き
、
薬
草
、

手
芸
、
そ
ば
の
育
成
、
花
の
苗

の
育
成
、
カ
メ
ラ
、
素
人
神
楽

な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
や
各
集
落
の
集
会
所
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
グ

ル
ー
プ
の
設
立
は
様
々
で
す
。

例
え
ば
カ
メ
ラ
教
室
は
、
カ
メ

ラ
に
詳
し
い
方
が
「
一
緒
に
写

真
を
撮
っ
て
楽
し
も
う
よ
」
と

の
呼
び
か
け
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

お
金
も
ほ
と
ん
ど
か
け
な
く
、

ま
さ
に
人
材
を
上
手
に
活
用
し

た
地
域
の
活
動
を
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。 

「
地
域
の
み
ん
な
で
仲
良
く
」
に
こ

だ
わ
っ
た
地
域
づ
く
り
に 

順
送
り
で
取
り
組
む 

　「
下
佐
地
域
の
こ
れ
ま
で
の
地
域

活
動
で
都
市
と
の
交
流
と
い
う
こ

と
を
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
」。 

そ
う
話
す
の
は
、
前
振
興
会
長
で

も
あ
る
顧
問
の
深
井
達
雄
さ
ん
。

下
佐
振
興
会
は
設
立
か
ら
こ
れ
ま

で
「
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
ほ
と
ん
ど
が
地
域
の

中
で
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
行
事

を
計
画
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
年
間
で
は
、
地
域
美
化
活
動
の

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
取
り
組
み
、

ラ
ジ
オ
体
操
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

盆
踊
り
な
ど
地
域
を
挙
げ
て
の
行

事
に
は
１
０
０
人
以
上
集
ま
り
ま

す
。
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
夏
休

み
に
は
子
ど
も
会
の
合
宿
を
行
い
、

ま
た
敬
老
会
は
、
地
域
の
高
齢
者

を
招
待
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

会
場
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、
ま
さ
に
会
場
全
体
が

世
代
を
超
え
た
ふ
れ
あ
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

地
域
内
の
み
ん
な
が
顔
の
分
か
る
、

み
ん
な
仲
良
し
の
取
り
組
み
に

こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

　「
行
事
が
あ
る
か
ら
会
社
を
休

め
と
は
言
え
な
い
時
代
で
す
。

退
職
し
た
ら
受
け
継
ぐ
か
ら
と

い
う
後
輩
の
言
葉
を
当
て
に
し
て
、

今
、
動
け
る
者
で
わ
い
わ
い
と

や
っ
て
ま
す
よ
」。 

菊
野
正
之
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

地
域
活
動
は
大
変
な
こ
と
も
あ

る
け
れ
ど
、
み
ん
な
で
の
ふ
れ

あ
い
が
一
番
楽
し
い
と
い
う
菊

野
さ
ん
。
世
話
を
す
る
者
に
は

一
番
の
肥
や
し
に
な
る
と
い
い

ま
す
。
苦
労
が
報
わ
れ
る
瞬
間

を
み
ん
な
で
味
わ
っ
て
い
ま
す
。 

　
下
佐
振
興
会
の
活
動
の
テ
ー
マ
は
「
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り
」。
振
興
会

は
こ
の
地
域
で
暮
ら
す
み
ん
な
が
い
か
に
楽
し
く
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご

せ
る
か
を
考
え
、
行
事
に
取
り
組
む
。
学
校
跡
地
に
で
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
夢
を
描
き
な
が
ら
し
っ
か
り
話
し
、
笑
顔
の
ふ
れ
あ
い

を
思
い
な
が
ら
知
恵
を
出
し
、
役
員
だ
け
の
活
動
に
な
ら
な
い
よ
う
に
情

報
を
伝
え
、
み
ん
な
得
意
な
分
野
で
力
を
発
揮
す
る
。
下
佐
地
域
に
は
、「
地

域
内
全
員
が
顔
見
知
り
に
」
と
い
う
こ
だ
わ
り
の
地
域
づ
く
り
が
あ
っ
た
。 

地域力。 
ＶＯＬ.８ 下佐振興会 

地域振興推進員　辻駒健二と尋ねる 「
ふ
れ
あ
い
の
里
づ
く
り
」を
合
言
葉
に
 

　
　
　
　
得
意
な
力
を
最
大
に
発
揮
し
て
、 

　
　
　
　
　
地
域
の
み
ん
な
が
顔
見
知
り
の
地
域
づ
く
り
。 

　先日、下佐地域内を通った

ときのことです。平日でしたが、

皆さんがお宮の掃除をしてお

られました。だいたいどの地

域でも休みの日に行うところ

がほとんどでしょうが、この

地域は実に「年金組」が元気

なのだなと思って通らせても

らいました。「子どもは親の姿

を見て育つ」といいますが、

人は何歳になっても先輩の姿

を見て育つものだと私は思っ

ています。今は仕事に必死な

後輩たちも、こうして先輩た

ちが残している足跡を見てい

るはずです。必ず後を受け継

いでくれるでしょう。 

　下佐振興会の皆さんも実に

たくさんの行事に取り組んで

おられますが、そうした行事

を行える背景には持ち場に適

した人材が必要になります。

実に下佐も上手に役割分担を

されていると感じました。得

意な力を発揮して、がんばり、

やり遂げたときはみんなで労

をねぎらい合う。これで心を

一つにしているのだと感じま

した。 

辻駒推進員の視点。 
バトンは必ず 
　 受け継いでくれる 

２ ３ 

１ 

平成１８年４月１日現在 

下佐 振 興会

人　口　　３８３人

世帯数　１６０世帯

下 佐 振 興 会

人　口　　３８３人

世帯数　１６０世帯

下 佐 振 興 会

人　口　　３８３人

世帯数　１６０世帯

下 佐 振 興 会

人　口　　３８３人

世帯数　１６０世帯

１．下佐振興会執行部の皆さんと辻駒健二推進員。 

２．みんなで知恵を出し合ってつくったかかしが、たかみや大地の祭りで金賞に輝く。オレオレ詐欺に気

をつけようがテーマだった。 

３．ふるさとの味自慢コンテストも、そばを使った団子やようかん、白和えや豆腐など秋の趣向をこらし、

器にもりつけて、昨年に続いて最優秀賞を獲得した。 

４．夏にラジオ体操と一緒に計画されているグラウンドゴルフ。とても楽しいとみんなに好評だ。 
４ 

な
が
い
み
つ
の
り 

も
ち
ま
る
せ
つ
　
こ 

ふ
か
　
い
　
た
つ
　
お 

き
く
　
の
　
ま
さ
ゆ
き 
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このコーナーは市内のいろいろ
な出来事を紹介するコーナー 
です。 
皆さんの身近な出来事を知らせ
てください。 

連絡先 
安芸高田市　企画課 
TEL ４２－５６１２ 

〒７３１－０５２１ 
安芸高田市吉田町常友１５６４－２ 

Eメール　info@akitakata.jp

ホット 
な 
話  題 

　１０月２１日（土）八千代湖周辺で健康ウォーキング大会が

開催されました。コースはサイクリングターミナルを出発し、

土師大橋を渡って千代田方面へ向かい、途中折り返してサ

イクリングターミナルへ帰ってくるという、５ kmと８ km

の２つ。６４名が参加しました。 

　手袋をはめ、タオルを首にかけ、帽子に運動靴姿の参加

者たちは、準備運動で体全体をほぐした後、もやの切れ目

から朝日が降りそそぎ、さわやかな風が吹く中、サイクリ

ングターミナルを出発しました。 

秋の朝、八千代湖周辺を歩く 
健康ウォーキング大会 

　１０月２５日（水）甲田町若者定住センターミューズで、青少年海外派

遣事業の報告会が開催されました。今回から高宮中とニュージーラン

ドのダーフィールドハイスクールならびに、向原中とシンガポールの

メイフラワー中学との姉妹校交流を市内全中学へ拡大。６中学の２年生

２０名が８月にそれぞれの国を訪問しました。報告は、生徒たちが作っ

たスライドを用いて行われました。学校、ホームステイ、観光、表敬訪問

などテーマごとに感じたこと学んだことを、時に英語を交えながら発

表しました。「英語を話すのは楽しいことと分かった。だれにも助けら

れなくても大丈夫なように、一人で話せるようになりたい」と生徒の一

人は、このたびの派遣で感じた新たな決意の気持ちを話していました。 

あらためて英語が話せるようになりたいと感じた 
安芸高田市青少年海外派遣事業報告会 

　１０月２８日（土）神楽門前湯治村神楽ドームで、第８回美土里子

ども神楽発表大会が開催されました。大会は横田地区浦安の舞保

存会の「浦安の舞」から始まり、美土里地域の子どもたち１０団体

によって「紅葉狩」、「大江山」、「悪狐伝」などの演目が、次々と発

表されました。多くの観客は、かわいらしい保育所へ通う子どもた

ちや、大人さながらの中学生などの精一杯の舞いを、身を乗り出し

て見つめては、惜しみない拍手をおくっていました。「大勢の人た

ちの前で舞えるのが本当に楽しい。声援がうれしかった」と大江山

の酒呑童子役をした日吉子ども神楽団の伊藤悠希くんは舞い終え

た感想を話していました。 

大勢の人前で、自慢の神楽の発表の場 
第8回 美土里こども神楽発表大会 

　１０月２９日（日）田園パラッツォとなりの生田川親水公園を会場に、第２４回たか

みや大地の祭りが開催されました。地域対抗となっているかかしコンクールや、ふ

るさと味自慢、美しいまちづくりコンクールをはじめ、神楽や中学生たちによるス

テージ発表、各種バザーなどで大勢の人が楽しみました。約７００名が参加しての２０６

mの巻き寿司づくりの挑戦が始まりました。約１００kgのご飯が1本につなげられた

のりの上に敷かれ、にんじんやごぼうなどスタッフが２日がかりで準備した７種類

の具が置かれていきます。号令に合わせて隣の人と顔を見合わせながら巻いていっ

た巻き寿司は今年も見事成功。みんなで持ち上げて完成を喜び合いました。 

恒例の長巻き寿司、また１ｍのびて206ｍ 
第24回たかみや大地の祭り 

　１１月５日（日）、安芸高田市向原支所周辺で「第

２０回向原きてみん祭」が行われました。会場

ではゲームやバザー、特産品の販売等が行われ

ました。恒例となったワニの解体即売も大人気で、

朝から８０キロ近くのワニを解体したものが、

午後３時頃までには完売となりました。また支

所前に設営されたステージでは、様々な芸能発表、

手品、Ja z z演奏等が行われ、終日大勢の観客で

賑わいました。 

「第20回向原きてみん祭」 
開催 

　１１月５日（日）、市役所八千代支所前駐車場で「第６回八千代

およりん祭」が開催されました。八千代中学校生徒によるコー

ラスや、八千代南保育園・刈田保育園による和太鼓、振興会対抗

芸達者発表会がステージで発表されました。中でも一番会場が

盛り上がったのは、刈田小学校6年生が「夢配達人プロジェクト

推進事業」による、卒業生のケミストリーの堂珍嘉邦さんにア

ドバイスをもらい、ヒューマンソンググループ「ザ・わたしたち」

に手伝ってもらって作った歌“夢のつばさ～自分を信じて～”

を発表したときでした。会場のみなさんにも歌詞カードが配ら

れみんなで何度も歌い、大勢の人がひとつになった瞬間でした。 

会場のみんなで大合唱　およりん祭で 
刈田小6年生が自作の歌を初披露 

　９月３０日（土）美土里町のまな

びホール・ＢＧアリーナでいきい

き健康福祉まつり・高齢者福祉

大会が開催されました。約３００

名が集まった桂小金治さんの講

演では、父親の「努力の上に辛

抱という棒を立てろ」の言葉が

人生を支えたという体験談を聞

きました。 

タレントの桂小金治さん 
の講演　いきいき健康福祉 
まつり・高齢者福祉大会 

　１０月２２日（日）吉田中学校で

第１９回安芸高田市少年健全育成

柔道・剣道大会が開催されました。

大会には市内の小学生から中学

生まで７２名が参加しました。試

合に臨む選手には、保護者や同

じチームの仲間たちから大きな

声援がおくられていました。 

全力で、正々堂々と戦う 
第19回 安芸高田市少年 
健全育成柔道・剣道大会 

かつら　こ　きん　じ 

い　とう　ゆう　き 
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　１１月７日（火）、八千代カントリークラブで第２回安芸高

田市民ゴルフ大会が開催されました。高田郡６町商工会青

年部連合会が主催したこの大会に、市内から約１３０名のゴ

ルファーが参加しました。 

　見事優勝を果たしたのは、吉田町の山縣輝夫さん。団体

の部は吉田町が優勝されました。またこの大会は１万発を

目指す安芸高田花火大会へのチャリティ募金も行われ、集

まった１０７,２５０円が花火大会の実行委員会へ手渡されました。 

チャリティ募金は花火大会の費用に 
第2回安芸高田市民ゴルフ大会 

　１１月９日、八千代町根野小学校において教育研究会が行

われました。６年生は自分たちで作成した２足歩行ロボット

の学習発表を行いました。近畿大学の黒瀬教授と日新精器株

式会社の指導のもとロボットを完成させました。 

　パソコンにプログラムを入力し、ロボットにインストール

して動かすもので、ダンスをしたり土俵入りの動作をしたり、

校歌の楽譜を入力したものは校歌の音色を奏でていました。

子どもたちは、「ドライバーでネジをとめるのが難しかった」「プ

ログラム入力が難しかった」「ブリッジやダンスができてす

ごい」と、感想をのべていました。 

ロボットが校歌を奏でた 
根野小学校ロボット学習発表会 

　１１月１０日（金）から22日（水）までの1３日間、高宮町田園パ

ラッツォで児玉希望展が開催されました。これは田園パラッ

ツォの開設10周年を記念した事業で、市や個人、県立美術館

が所蔵しているかけ軸や額装、小作品など３０点が展示され

ていました。 

　会場に訪れていた人は「この機会に子どもたちにしっかり

と見てもらいたい。これからの人生に影響があると思う」と、

地元出身の偉大な画家の作品に出会えた感想を話していました。 

田園パラッツォ開設10周年を 
記念して　児玉希望展 

　１１月１１日（土）、高宮町の田園パラッツォでまちづくり講演

会が開催されました。講師は、これまでも合併記念式典や第１

回市民フォーラムにおいても講師として安芸高田市を訪れてい

る山口県立大学大学院教授の小川全夫さん。「安芸高田市に暮ら

す法」と題した講演が行われました。 

　小川さんは、現在の社会情勢を踏まえながら人口減少時代に

安心して暮らすために、「かけがえのない地域のことをもっとみ

んなで学ぶ地域学が必要」、「生活の知恵を身につける偉大な素

人になろう」、「地域内でお金を回す仕組みとなる小さな循環を

高めよう」とこの日集まった約１５０名の来場者に伝えていました。 

安心な暮らしのためにできることは 
まちづくり講演会 

　１０月３１日（火）吉田小学校で「人権の花」の贈呈式が開催され

ました。この「人権の花」運動とは、花を育てることを通じて、命

の大切さや、相手を思いやるという人権尊重の精神を身につける

ことを目的にしています。 

　児童たちの前で三次人権擁護委員協議会の佐々木彌会長は「思

いやりの心で育てると皆さんの心の中に思いやりの花が咲くと思

います。大事に育ててください」とあいさつをした後、各学年の代

表６名にヒヤシンスの水耕栽培セットを手渡しました。 

花を大切にする、 
　　人を大切にするには同じ意味がある 
吉田小学校に人権の花が贈られる 

　１１月２日（木）、八千代町ひの川幼稚園で、親子でつくる「フローラ

ルコラージュづくり」が行われました。フローラルコラージュは、木

の実・木の葉・ドライフラワー・和紙など植物系の素材を画用紙に貼

り付けて作る絵画の一種で、ひの川幼稚園が自然のものに触れ、自然

を大切にする心を育んでもらおうと、フラワーデザイナーの出田哲夫

さんの指導を受けて行ったもの。 

　子どもたちは、お父さんお母さんに手伝ってもらいながら、木の葉

をちぎって貼ったり毛糸を貼ったりして、楽しそうに作品をつくって

いました。 

親子で一緒につくりました 
ひの川幼稚園でフローラルコラージュづくり 

　１１月４日５日の両日、甲田町の「唯称庵跡のかえで林」で「第６

回かえでまつり」が行われ、深まりゆく秋の紅葉を楽しむ人たちで

賑わいました。 

　このまつりは甲田町２２区地域振興会が毎年この時期に開催して

いるもので、川岸に並んだかえで林の前では、写真の展示コーナー、

地元野菜などの特産品コーナー、各種バザーなどが開催され、また

４日の晩には、ライトアップした林の前で、コーラスや琴の演奏な

どが行われる等、集まった観客を楽しませました。 

色づくかえでに秋を感じる 
「第6回かえでまつり」でライトアップ 

　１１月3日（祝）、市民ギャラリー向原のオープン記念セレモニー

が向原支所で開催されました。児玉市長らがテープカットをして、

新たな芸術文化発信の場の完成を祝いました。 

　オープン記念としてギャラリーには、このほど市が寄贈を受け

た和高節二の作品２２２点のうち、２０点が展示されていました。ギ

ャラリー一般公開に一番に来場した市民となった向原町の西川光

子さんは「ちょうど文化の日、地域の偉大な方の作品にふれて心豊

かになった気がする。派手な作品はないが、とても温かい身近な気

がした」と話し、作品の１つ１つを見入っていました。 

ふるさとを愛した画伯の作品を展示 
市民ギャラリー向原オープン記念セレモニー 

ホット 
な 
話  題 

わたる 

いず　た　てつ　お 

にし　かわ　みつ 

こ 

やま　がた　てる　お 

お　がわ　たけ　お 



瑞宝単光章 

吉田　常雄さん（吉田町） 
よし　だ　　　つね　お 

緑　綬 

神川　卓夫さん（吉田町） 
かみ かわ　　たく　お 

アーチェリーを通じての人脈の

広がりも松本さんにとっての財

産なのだという。 

今は高校では後輩の指導にあた

りながら自分の練習に取り組ん

でいる。 

　「このメンバーで負けるはずがないという自信がありました」と松本さんは、

今回の国体を振り返ります。松本さんを含む広島県代表の３人のメンバーは、

いずれもジュニアの日本代表を争う面々。７０m離れた的に向かって、一人が

８本ずつ矢を放ち、合計点を競うアーチェリー団体の競技で、優勝まで相手

を圧倒して勝ち進みました。そして松本さんにとっては初の日本一を射止め

ました。 

　広島県代表の監督も務めた吉田高校の金川真二先生は「彼はやらされる練

習でなく、高い意識を持って考えて練習をし、生活の中心にアーチェリーを

おいているところが素晴らしいと思います」と松本さんのことを見ています。

「今の目標はオリンピックに出場することです」と言い切る松本さん。「チャ

ンスはありますから」と力を込めました。先日、この１年間に優れた成績を

収めた国内の６８名が出場できる全日本選手権に出場し、一次選考を１８位と

いう見事な成績で二次選考へと進みました。今後上位に進出し、高校生で日

本代表として世界選手権を狙います。そして大学で練習を重ねて北京オリン

ピックへ。挑戦は続きます。 

兵庫国体アーチェリー競技　念願の日本一 

少年男子団体　優勝　松本皓太さん 
まつもとこう　た 

多くの同級生からも「がんばって」
との声援を受ける。 

現在、進路も検討中。高校でも
バレーを続けて全国大会に行くこ
とも目標のひとつ。 

馬術は自分とともに馬の体調を

調整することも競技の難しいと

ころなのだそうだ。 

馬の世話や、お客さんのレッス

ンなどの仕事を行いながら、自

分たちの練習にも取り組んでいる。 

　高宮にあるエンゼル乗馬クラブに勤務する平尾賢さんと裕子さんが、兵庫国

体馬術競技で優勝と３位入賞という素晴らしい成績を収められました。２人が

出場されたのはスピードアンドハンディネスという種目。コース内に設けられ

た１２個の障害を飛び越えていき、より早くゴールを目指します。時間と障害

に触れてしまうことによる減点で順位が決まる競技です。 

　「先に妻の試合があり、３位入賞。これが大きな励みになり、自分も負けては

いられないと勢いがつきました」とは賢さん。日ごろから一緒に練習ができて、

自分が気づかないことも言ってもらえる。時にはそれでけんかにもなるけれど、

２人で力を合わせると力強いと話されます。また裕子さんは「夫のすごいと思

うところは自分のスタイルを作り上げているところ。自分流があることが強み

だと思います。」と賢さんのことを話されます。裕子さんはやれることは全部

やって臨んだ大会だっただけに、悔いはないが優勝できなかったことを少し残

念がっておられました。「この結果だけに満足をせず、２人でがんばっていき

たい」と２人は今後の抱負を語られました。 

兵庫国体馬術競技　夫婦で見事な成績 

成年男子　優勝　平尾　賢さん 

成年女子　３位　平尾裕子さん 

人 輝く。 
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市民のコーナー 

　吉田中学校の３年生の岡村優莉花さんは、１２月に大阪で行われる

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ第20回都道府県対抗中学バレー

ボール大会広島県代表選手に選ばれました。大会に向けて土・日・祝

日は代表の練習に励んでいます。 

　今年の県大会で３位に入賞した吉田中学校バレー部のエースとし

て活躍した岡村さんは、この代表選手を決める合宿に召集されました。

以前、合宿に参加したことのある先輩から「積極的に」とのアドバイ

スを守り、キャプテンに立候補。初対面のみんなとの独特の空気を

和らげるため、一番大きな声を出してがんばったといいます。 

　「驚きと喜びがありました」という代表への選抜。岡村さんより背

の高い選手、上手い選手たちが多い代表チームの練習は、とても楽

しくて、励みになるそうです。「今よりも上手になってチームの力に

なりたい」と、家ではもう少し高く飛べるように毎日の練習もかか

していません。チームとしての目標はベスト４をめざしていますが、

岡村さんの目標は優勝です。 

中学バレーボール広島県代表チームに選抜 

吉田中学校　岡村優莉花さん 

１００歳おめでとうございます 

人 輝く。 

　広報あきたかたでは、がんばっている人、グループなどの情報

提供を待っています。あなたの身近な人などを紹介してください。 

　また、広報あきたかたへのご意見、注文、感想なども大歓迎です。

（掲載できない場合もありますので、あらかじめご了承ください。） 

あて先は、 

〒７３１―０５２１　安芸高田市吉田町常友１５６４番地２ 

安芸高田市自治振興部企画課「広報あきたかた」担当係 

TEL ４２―５６１２　FAX４２―４６３５ 

●広報あきたかたへの情報提供、ご意見、注文、感想を聞かせてください。 
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全国大会　出場 

平成１８年度全国高等学校総合体育大会　出場 
■４００ｍリレー・４００ｍメドレーリレー 

近永　有似さん（市立沼田高校　吉田町） 

平成１８年度全国中学校体育大会　 
　　　　（第３７回全国中学校柔道大会）　出場 
■柔道　　橋本　翔馬さん（高宮中学校） 

人権擁護委員の委嘱 

秋 の 叙 勲 

旭日双光章　　岡　典男さん 
　　　　　　（向原町） 

元　安芸高田市議長 

昭和５８年に向原町

議会議員に当選、以

来５期連続で在職。

平成１１年５月から

は議会議長に就任し

た。合併以後は、安

芸高田市議会の初代

議長に就任し、合併

に伴い提案された膨大な議案を堅実な議会運

営により審議し、地方自治の進展に大きく貢

献した。 

ひら　お　　さとし 

ひら　お　ゆう　こ 

　平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日までに１００

歳になられる方々に、内閣総理大臣からの祝状と記念品（銀

杯）が贈呈されました。９月２９日、市内の該当者１４名の

自宅などに市長が訪問し、祝状と記念品（銀杯）と市から

の長寿祝い金を手渡してお祝いしました。 

■吉 田 町　寺増キヨミさん、西本チヱミさん、平岡ミサヲ

さん、山下スキヱさん（故人） 

■八千代町　井町ヨ子さん、山本ミヤコさん 

■高 宮 町　重　ハツヨさん、竹丸イサヨさん、新川哲夫さん、

吉川　美さん 

■甲 田 町　田口貞子さん、兼安軍二さん 

■向 原 町　折口チヱコさん、粟森　衞さん 

 

人権推進課　☎４２－１１２６ 
　平成１８年１０月1日付けで法務大臣から人権擁護
委員として委嘱されました。 

　柳川　淑子　（八千代町）【新任】 

さき おか 　 　 まれ　お 

瑞宝双光章　小早川隆男さん 
　　　　　　（吉田町） 

元　公立中学校長 

昭和２３年に甲立中

に赴任。以来、大江中、

吉田中へ社会科の教

員として従事。昭和

４５年からは可部教

育事務所や県教育委

員会に配属され、社

会教育の推進に貢献

した。昭和５６年からは甲田中学校と吉田中

学校の校長に就任。「地域の中の学校」、「開

かれた学校」の実現に取り組んだ。 

こ ばや かわ たか　お 

瑞宝双光章　道上　春義さん 
　　　　　　（向原町） 

元　中国運輸局船員

部長 

１４年間務めた郵政

の仕事から元運輸省

海運局に出向し、２４

年間務める。期間中

は木江海運支局長や

徳山海運支局長、中

国運輸局船員部長な

どを歴任した。「国の行政である海運のどの

業務も住民の協力が不可欠」ということを信

念として従事した。 

みち　うえ 　 　 はるよし 

危険業務従事者叙勲 秋 の 褒 章 

元　大阪府警部 

３９年間の在職中、交通と警備の職務を歴任。

中でも、現在の天皇陛下が成人・成婚など

の儀式や行啓の際は、そばで警備にあたった。

また、東京国際空港の建設から開港にあた

っては現地に派遣され、開港警備に従事した。 

おかむら　ゆ　り　か 

学童保護立番奉仕者 

平成３年から毎朝１時間、小学校校門や交差

点に立ち、登校する児童へあいさつをしなが

ら交通安全を見守る。「あいさつはまず自分

から」と書き込まれた黄色いベストがトレー

ドマーク。子どもたちから元気をもらってい

るからと、恩返しの気持ちで取り組んでいる。 
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月日・受付時間 

3歳児健康診査 
平成１５年６月～７月生まれの
吉田町・八千代町在住の方 

３歳児健康診査 
平成１５年５月～７月生まれの
美土里町・高宮町在住の方 

1歳6か月児健康診査 
平成１７年３月～５月生まれの
甲田・向原町在住の方 

対　　　象 会　　　場 

会　　　場 月日・受付時間 相談会名 

（吉田） 
ふれあいセンター
いきいきの里 

（八千代） 
保健センター 

※４か月児・２歳
６か月児相談
の対象者には
個人通知しま
す。 
 
対象：４か月児
相談は平成１８
年８月生まれ。
２歳６か月児
相談は平成１６
年６月生まれ。 
 
※歯ブラシをご
持参ください。 

お　知　ら　せ 

健診内容は診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における 

個別相談。 

※対象者には個人通知します。 

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です。 
　お気軽にご参加ください。 

問い合わせ　保健医療課　℡42－5619

12月1日（金） 
１０：００～１１：３０ 
１３：００～１４：３０ 

12月15日（金） 
１０：００～１１：３０ 
１３：００～１４：３０ 

12月4日（月） 
９：３０～１１：３０ 

（高宮） 
基幹集落センター 

（向原） 
保健センター 

（甲田）　ふれあい 
センターこうだ 

（美土里） 
山村開発センター 

（吉田） 
ふれあいセンター
いきいきの里 

12月5日（火） 
１０：００～１１：３０ 

健康診査 

育児相談・4か月児相談・２歳６か月児相談 

１２月５日（火） 
９：００～１１：００ 

１２月１１日（月） 
９：３０～１１：００ 

１２月１２日（火） 
９：００～１１：００ 

１２月１３日（水） 
９：００～１１：００ 

１２月１２日（火） 
１０：００～１２：００ 

１２月２０日（水） 
９：３０～１１：３０ 

１２月２１日（木） 
１０：００～１１：３０ 

※子育てに関する悩み、相談も応じています。お気軽にお話くだ 
　さい。 
※上記保育所（園）以外は、随時、園庭開放を行っておりますが 
　行事の都合等がありますので保育所（園）にお問い合わせく 
　ださい。 

　子どもたちは友だちと遊んだり、お母さんと遊んだりと楽 

しい時間が過ごせます。そのかたわらで、お母さんたちは育 

児の悩みなど情報交換もできます。 

■持ってくるもの　お茶・着替え・タオル 

子育て支援 

保育所（園）名 日　　時 内　　　容 

かわね保育園 
℡５８－０２５９ 

小田東保育所 
℡４５－２１１８ 

甲立保育所 
℡４５－２１９９ 

くるはら保育園 
℡５７－１６３３ 

小原保育所 
℡４５－２６５３ 

ク リ ス マ ス 会 

おへそ座による人形劇 
「きつねとかわうそ」ほか 

園　庭　開　放 

１２月２１日（木） 
９：３０～１１：３０ 

１２月２６日（火） 
１０：００～１２：００ 

向原こばと園 
℡４６－２０１８ 

吉田保育所 
℡４２－０６６２ 

吉田保育所 
℡４２－０６６２ 

吉田幼稚園 
℡４２－２７８８ 

吉田保育所 
℡４２－０６６２ 

入江保育園 
℡４３－１０１１ 

ふなさ保育園 
℡５７－０００７ 

園　庭　開　放 

ク リ ス マ ス 会 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

１２月２１日（木） 
１０：００～１１：３０ 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

12月14日（木） 

13：00～13：15

12月7日（木） 

13：00～13：15

1２月21日（木） 

13：00～13：15

（八千代） 

人権福祉センター 

（高宮） 

基幹集落センター 

（甲田） 
ふれあいセンター 

こうだ 

●育児相談 
●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

●育児相談 
●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

●育児相談 

げんきな親子 
子育て中のみなさんを応援するコーナー。
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。 

　おとなの夜型生活に合わせて、

子どもを夜遅くまで起こしておい

たり、いっしょにテレビを見たり

…自分の都合を優先させて、子ど

もをつきあわせてしまっているこ

とはありませんか？子どもの遅寝

は睡眠・覚醒のリズムと昼夜の体

温の上下やホルモン分泌のリズム

がずれてしまい、生態リズムに大

きく影響するといわれています。

朝起きられない、朝食の欠食、排

便がスムーズにいかない、保育所

や幼稚園に行っても午前中は元気

がなくだるそうにしたり、体調不

良や精神的不安定になったり、と

いったことが起こりやすくなりま

す。 

　夜型の生活を直すには、まず早

起きから始めましょう。毎朝１０

分くらいずつ早く起こすことから

始めてみましょう。夜はその分早

く寝かしつけます。寝かしつける

時おとながイライラしないことも

大切です。本を読んで聞かせてあ

げる、胸や背中をトントンしてあ

げるなど穏やかな気持ちで眠りに

つけるといいですね。 

　朝、早く起きるようになれば、

食事、遊び、お昼寝、入浴、就寝

と、自然と生活のリズムが決まっ

てきます。子どもの心やからだの

成長と健康のためにも親として子

どもの生活のペースを大切にし、

家族そろって生活習慣を健康的な

ものに変えていけたらいいですね。 

子育てワンポイント 

睡　　眠 

■と　き　１２月９日（土） 

　１回目１３：３０ 開場 

　　　　１４：００ 開演 

　２回目１８：３０ 開場 

　　　　１９：００ 開演 

■ところ　田園パラッツォ

　文化ホール 

■料　金（当日） 

　一　　　　般　1,800円 

　３歳～中学生　1,000円 

　高校・大学生　1,500円 

 

 

 

■チケット販売所 

田園パラッツォほか市内

各教育分室 

映画 

「ゲド戦記」上映会 

会　　　場 月日・受付時間 

〔子育て相談会〕　　　　※個別相談で、予約が必要です。 

相　談　員 

児童福祉司 
心理判定員 

要予約（予約先：子
ども家庭センター
〈℡082-254-0381〉 
もしくは保健医療課） 

12月6日（水） 
１３：００～１５：００ 

（甲田） 
ふれあいセンター
こうだ 

（吉田） 
吉田人権会館 

要予約（予約先： 
保健医療課） 

心理判定員 
（子育て相談員） 

お　知　ら　せ 

12月18日（月） 
１０：３０～１５：００ 

児童福祉司 
心理判定員 

要予約（予約先：子
ども家庭センター
〈℡082-254-0381〉 
もしくは保健医療課） 

1月10日（水） 
１３：００～１５：００ 

（向原） 
保健センター 

（吉田） 
吉田人権会館 

要予約（予約先： 
保健医療課） 

心理判定員 
（子育て相談員） 

1月15日（月） 
１０：３０～１５：００ 

12月13日（水） 
１０：００～１１：３０ 

12月27日（水） 
１０：００～１１：３０ 

12月20日（水） 
１０：００～１１：３０ 

会　　　場 月日・時間 対象月齢・内容 

（向原） 
保健センター 

（吉田） 
ふれあいセンター 
いきいきの里 

12/19～12/22

12/5～１2/8

申込み期間 

歯ブラシ持参。 
要予約 
（予約先：保健医療課） 

参加費200円・タオル・
エプロン・歯ブラシ持参。 
要予約 
（予約先：保健医療課） 

お　知　ら　せ 

12月26日（火） 
１３：３０～１５：００ 

12月12日（火） 
１０：００～１３：００ 

乳幼児健康教室 

幼児（1歳４か月以上） 
～食べて歯っぴぃ～ 
・おやつと水分補給 
・お口のケア 

乳幼児（９か月～１歳３か月） 
～もぐもぐ離乳食～ 
・月齢に応じた離乳食の試食 
・お口のケア 

みどりの森保育所 
℡５４－０８８０ 

高宮教育分室　℡57－1803

■と　き　１２月２０日（水） 

　１０：１０開場　１０：３０開演 

■ところ 

　吉田運動公園体育館 

■内　容　親子でリトミック 

■持ってくるもの 

　体育館シューズ 

■参加費　１家族２００円 

■主　催　ナマにふれる文

化事業実行委員会 

じゅんじゅん先生 
とリトミック 

吉田教育分室　℡４２－２４１１ 

１２月２日（土）１１：００～ 

八千代図書館［おはなし会］ 

八千代人権福祉センター 

１２月９日（土）１０：３０～ 

田園パラッツォ図書館 

［おはなしタイム］ 

田園パラッツォ 

１２月１６日（土）１４：００～ 

甲田図書館［かみしばい会］ 

ミューズ 

12月2１日（木）１０：３０～ 

吉田図書館［おはなし会］ 

吉田公民館２階 

図書館での　　　　 
おはなし会 

　１１月１日（水）、甲田若者定住センターミューズで講師に

親行シニアインストラクターの石田睦子さんを招いて子育

て講演会が開催されました。 

子どもに愛が伝わっていますか？ 

子育て

　講演会

　夫婦関係で１００％お互いの要望が満たされることはない。親が幸せ

と感じることがとても大事。幸せと感じられていないと、子育てのエ

ネルギーがわかないし、子どもが発するＳＯＳが見抜けない。 

７～８割幸せ。これが大事 

　夫婦間であったり、一人親であればおじいちゃん、おばあちゃんな

ど子育ての協力者と、ちゃんとした意見交換ができるようにしておく

ことが大切。がまんは必ず弱者である子どもにしわよせがいく。 

自分ががまんをすれば…　と思わない 

　親が子どもの歩む道を定めると、子どもの夢や可能性の芽をつみと

ることにもつながりかねない。子どもが何の原石を持っているか分か

らないし、いつ光を見つけるかも分からない。子どもを近くから遠く

からしっかりと見つめて、磨きをかけてやる。 

親が子どもの進む道を定めない 

　保育所に行きたくないと子どもが言った。その裏には何らかの理由

があるはず。なぜかを子どもの言葉を繰り返しながら会話をしていく

ことで、きっかけが分かってくる。子どもの言葉をしっかりと聞くこ

とで気持ちがわかってくる。 

子どもの言葉を繰り返しながら聞く 

　例えば子どもがおもちゃを欲しがったとき、親はがまんをさせよう

とする。どうしてがまんをさせたいのか。お金の問題か、少し前に買

ったからか、わがままになるのが心配だからか。その理由と困ってい

る気持ちを子どもに伝えるようにする。子どもは納得ができたらがま

んができる。 

親の気持ちを子どもに話す 

　学ぶことは知ること。知ることで助かることはたくさんある。新し

い知識は生活や価値観を見直すことができる。パーフェクトな親はい

ない。自分の得意技を磨きながら、子どもに態度で示せるようなお手

本になれるような親を目指してほしい。 

学ぶことを続ける 

　子育ての中には予期せぬことが起こる。そんなときは逃げ出さず、

市役所や保育所、仲間に相談をしてもらいたい。何らかの解決への道

が開かれる。大人同士がつながらないと子育てはできない。意識して

仲間を増やすように。 

逃げ出さない、相談する、仲間をつくる 

【石田さんの話から】 

日時が決まり次第、園等に 
ポスターを掲示します。 

１２月 

※お得な前売り券もあります。又、 
　当日券には６０歳以上の方、どち 
　らか５０歳以上の夫婦、高校生３ 
　人以上の割引きがあります。 
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健 康　いい カラダ 

栄  養  食のさんぽ道 
食事の

栄養バ
ランス

　

とれて
ますか

？
食事の

栄養バ
ランス

　

とれて
ますか

？
食事の

栄養バ
ランス

　

とれて
ますか

？

　毎食、主食・主菜・副菜をそろえ、1日1回、牛乳・乳製品と

果物を摂取することで栄養バランスのとれた食事にすることが

できます。 

安芸高田市食生活改善推進協議会 

■と　き　１2月８日（金）・１８日（月）例会午後７時～９時 

■ところ　吉田人権会館 

※詳しい内容は、お問い合わせください。 

健康あれこれ 

　腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことができ、普段

使わない筋肉の回復や維持・増進、肩こりや腰痛、膝痛などの

軽減や予防を図れます。 

■対象・とき　《吉田地域の方》１月２５日～３月１日の毎週木

曜日午前１０時～１１時【申込先】保健医療課　申込期限１２月

１５日まで 

■ところ　たかみや湯の森　温水ウォーキングプール 

　※希望者は無料で送迎 

■定員　１７名（定員になり次第締切。なお、定員に余裕があ

れば対象地域以外からも参加可。） 

■料金　１,８００円　※温水プール使用料１回につき４００円は別料金。 

 

　
７０
歳
以
上
の
方
は
、
年
齢
な
ど
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
か
老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に

か
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
自
己
負
担
の
割
合
や

限
度
額
な
ど
は
ど
ち
ら
の
制
度
も
同
じ
で
す
。 

国
民
健
康
保
険
と
老
人
健
康
保
険 

７０
歳
以
上
の
方（
昭
和
７
年
１０
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
） 

国
民
健
康
保
険
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り
ま

す
。
７５
歳
に
な
る
と
老
人
保
健
で
お
医
者
さ

ん
に
か
か
り
ま
す
。 

７５
歳
以
上
の
方（
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
６５

歳
以
上
）（
昭
和
７
年
９
月
３０
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
） 

老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り
ま
す
。 

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き 

　
病
院
で
は
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
（
現
役

並
み
の
所
得
者
は
３
割
）を
負
担
し
ま
す
。

入
院
時
の
食
事
代
は
別
途
負
担
し
ま
す
。 

■
老
人
健
康
保
険 

老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
方
は
、

「
保
険
証
」
と
「
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
」

を
窓
口
に
提
示
し
ま
す
。 

■
国
民
健
康
保
険 

国
民
健
康
保
険
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

方
は
、「
保
険
証
」
と
「
高
齢
受
給
者
証
」

を
窓
口
に
提
示
し
ま
す
。 

高
齢
受
給
者
証
、医
療
受
給
者
証
を
忘
れ
ず
に 

　
高
齢
受
給
者
証
と
医
療
受
給
者
証
に
は

自
己
負
担（
１
割
ま
た
は
３
割
）が
示
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

と
き
は
忘
れ
ず
に
持
参
し
、
窓
口
で
提
示

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保

険
証
が
変
わ
っ
た
ら
届
出
が
必
要
で
す
。

早
め
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
の
サ
ー
ビ

ス
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

保
健
医
療
課（
電
話
４２
―
５
６
１
９
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

７０
歳
以
上
の
方
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き 

国  保  

①目の前にあることは一つずつこなしていく。 

②一度に一つのことだけを考えよう。 

③悩みは親しい人に相談しよう。 

④思い立ったら吉日。決心したらすぐ実行。 

⑤趣味の時間を作ろう。 

⑥からだをリラックスさせる時間を作ろう。

入浴や軽い運動を。 

⑦生活のリズムを守ろう。 

⑧仕事の持ち帰りをやめよう。 

⑨ストレスが溜まっていることを自覚しよう。

自分の体調や心の状態に気づきましょう。 

⑩「嫌なことを考えまい」とするのではなく「放

っておく」感覚を身につけよう。 

（茨城県健康科学センター、 

ライフスタイル改善指導マニュアルより） 

断酒会 広島断酒ふたば会　中村忠　℡４３－１６０５ 

 

　高脂血症、高血圧、糖尿病などは「生活習慣病」と

よばれています。これらの生活習慣病はライフスタイ

ルの改善を図ることで、大きな治療効果を得られるこ

とができます。この講習会は、生活習慣改善のポイン

トを２人の先生から講演していただきます。 

■と　き　１2月２日（土）午後１時３０分～ 

■ところ　たかみや人権会館　　■参加費　無料 

■内　容　第1部　「生活習慣大改造ビフォーアフター」 

～あなたは生活習慣病の匠になれるか～ 

　ＪＡ吉田総合病院　薬剤部科長 

　日本糖尿病療養指導士　堀川俊二先生 

第２部「今日から始めようヘルシークッキング」 

　辻学園栄養専門学校　教授　加福文子先生 

■主　催　高宮町女性連絡協議会 

生活習慣病「食事講習会」 
問い合わせ　たかみや人権会館　℡５７－１３３０ 

 

たかみや湯の森　温水ウォーキング 
プール健康教室 保健医療課　℡４２－５６１９ 

 

■とき　１２月２７日（水）９：３０～１１：００ 

■ところ　甲田支所 

献　血 

　最近、主食としてご飯の量が減り、動物性脂肪の量が

増えている傾向にあります。日本の食文化として定着し

ている主食（ご飯）に主菜・副菜をそろえる食べ方をし

ましょう。 

バランスのよい食事は健康食!!バランスのよい食事は健康食!!バランスのよい食事は健康食!!

予  防  

休  養  

世界エイズデー i nひろしま 

　現在、エイズは世界中で最も大きな問題の感染症です。日
本でも、エイズ患者およびHIV感染者は増加傾向が続いており、
異性間の性的接触による感染者は女性では２０歳代、男性では
２０歳代から４０歳代に集中しており、広島県でも同様です。 
　しかし、エイズをむやみに恐れる必要はありません。エイ
ズは感染経路や予防方法がすでにわかっています。感染経路
を正しく理解し、正しく対処すれば十分に予防できる病気です。
避けたいのは無自覚や無関心な行動による感染です。このウ
イルスは、感染力が弱く性的行為以外では日常の生活の中で
感染する心配はありません。主な感染経路は、①性的接触②
血液感染③母子感染です。 
■予防は　○セックスによる感染を予防するには、コンドー

　ムを正しく使用しましょう。 
○多数のパートナーとのコンドームを正しく使用
　しないセックスは感染の機会を増やします。 
エイズについて、知りたいことまた悩みがあり
ましたら保健所などに気軽に相談してください。
（広島県芸北地域保健所　電話０８２－８１４－３１８１） 

■ＨＩＶ抗体検査も受けられます 

　芸北地域保健所　℡（０８２）８１４－３１８１ 
■とき・ところ　１２月１９日（火） 
　午前９時～１１時　芸北地域保健所（要電話予約） 
■料金　無料（匿名で受けられます） 

正しい知識と行動があれば安心 

12月1日（金）～12月22日（金） 

 

ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に 

■平成１８年４月診療分 
１人当たり費用額 

 

一　般 

退　職 

老　人 

安芸高田市 

21,263円 

24,718円 

55,498円 

市 町 平 均 

16,245円 

29,126円 

63,090円 

■平成１７年度国民健康保険の医療費 
１人当たり費用額 

 

一　般 

退　職 

老　人 

安芸高田市 

254,424円 

335,912円 

681,701円 

市 町 平 均 

206,030円 

352,301円 

771,794円 

県 内 順 位 

6位 

17位 

23位 

※「老人」は国民健康保険加入者で老人保健受給者 

 

●ごはん、パン、めん類など、穀物を主原料とするもの 

●魚、肉、卵、大豆を主原料とする料理 

●野菜などを主原料とする料理 

牛乳・乳製品には、日本人に不足しがちなカルシウムが多く含まれます。 
果物にも、ビタミン、ミネラル、食物繊維が多く含まれます。 

ビタミン・ミネラル・食物繊維の供給源－身体の調子を整えます。 

たんぱく質・脂質の供給源－身体の血や肉をつくったり、エネルギー源となります。 

炭水化物の供給源－熱や身体を動かすためのエネルギー源となります。 
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あきたかたトピックス 

市 政 の 動 き 

あきたかたトピックス 

市 政 の 動 き 

人
　
　
権 

１２
月
４
日
〜
１０
日
は
人
権
週
間 

人
権
相
談
所
と
啓
発
行
事
の
開
催 

 

わ
が
国
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
た
１２
月
１０
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

を
人
権
週
間
と
定
め
、
全
国
的
に
啓
発
活

動
を
展
開
し
、
広
く
人
権
意
識
の
高
揚
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
安
芸
高
田
市
で
も
、

人
権
週
間
に
ち
な
ん
で
講
演
会
や
相
談
事

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

■
特
設
人
権
相
談
所
開
設 

　
日
々
の
生
活
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
市
内

の
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。 

１１
月
２７
日（
月
）　
た
か
み
や
人
権
会
館 

１２
月
１
日（
金
）　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
甲
田 

　
　
　
　
　
　
　
向
原
若
者
セ
ン
タ
ー 

１２
月
５
日（
火
）　
美
土
里
教
育
集
会
所 

１２
月
７
日（
木
）　
吉
田
人
権
会
館 

１２
月
８
日（
金
）　
八
千
代
人
権
福
祉 

　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

 

■
人
権
啓
発
行
事 

　
１２
月
３
日（
日
） 

【
人
権
文
化
祭
】
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
　
吉
田
人
権
会
館
　
ス
テ

ー
ジ
発
表
・
各
種
バ
ザ
ー 

【
第
５８
回
人
権
週
間
記
念
講
演
会
】

午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
３
時
　
甲

田
若
者
定
住
セ
ン
タ
ー
「
ミ
ュ
ー

ズ
」
講
演
　
鈴
木
ひ
と
み
さ
ん 

　「『
人
間
』
の
価
値
と
生
き
方
に
つ

い
て
」 

　
１２
月
６
日（
水
） 

午
後
７
時
３０
分
〜
午
後
９
時 

た
か
み
や
人
権
会
館 

世
界
人
権
宣
言
５８
周
年
記
念
講
演
会 

講
師
　
松
村
智
広
さ
ん 

演
題
　「
あ
し
た
天
気
に
な
あ
れ
」 

　
１２
月
８
日（
金
） 

【
世
界
人
権
宣
言
５８
周
年
記
念
大
会

（
た
か
み
や
人
権
文
芸
賞
表
彰
）】 

　
　
　
午
後
６
時
〜
午
後
７
時
３０
分
　 

　
１２
月
１０
日（
日
）　 

【
心
耕
祭
】　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
３０

分
　
八
千
代
町
「
フ
ォ
ル
テ
」
青

少
年
の
声
を
聴
く
会
・
人
権
講
演

会
　
江
村
利
雄
さ
ん
「
〜
高
齢
者

の
人
権
〜
最
後
ま
で
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
る
た
め
に
」・
人
権
パ
ネ

ル
展 

税 

悪質滞納者には車にロック 
　　　車輪固定差押さえを実施 

災
　
害 

被
害
を
受
け
た
農
地
と
農
業
施
設 

集
落
で
の
復
旧
作
業
に 

　
　
　
　
　
　
　
補
助
金
を
交
付 

　
９
月
１６
日
か
ら
１７
日
に
発
生
し
た
台
風

１３
号
災
害
で
被
害
を
受
け
た
、
国
の
災
害

復
旧
事
業
の
基
準
に
満
た
な
い
農
地
お
よ

び
農
業
用
施
設
に
、
近
隣
の
市
民
が
共
同

し
て
自
ら
復
旧
作
業
を
行
っ
た
も
の
に
対

し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。 

■
補
助
金
の
対
象 

　
該
当
す
る
農
地
や
施
設
は
、
台
風
１３

号
に
よ
る
土
砂
な
ど
の
流
入
等
で
被
害

を
受
け
た
農
地
（
田
・
畑
）
や
施
設
（
用

排
水
路
・
鳥
獣
害
防
護
柵
）
で
す
。
集

落
や
地
域
な
ど
を
単
位
と
し
て
２
戸
以

上
の
農
家
が
、
共
同
し
て
被
害
を
受
け

た
農
地
や
施
設
を
復
旧
計
画
す
る
申
請

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
申
請
１
件
当
た

り
の
補
助
金
額
の
上
限
は
５０
万
円
で
す
。 

■
補
助
金
を
交
付
す
る
対
象
と
補
助
額 

（１）
流
入
し
た
土
砂
等
の
撤
去
。 

（２）
修
復
の
た
め
の
土
の
う
の
設
置
。 

（３）
近
接
す
る
鳥
獣
害
防
護
柵
の
復
旧
。 

　
こ
の
補
助
金
は
、
同
じ
集
落
か
隣
り
合

う
集
落
の
２
戸
以
上
の
農
家
が
所
有
す
る

農
地
お
よ
び
農
業
用
施
設
が
被
害
を
受
け

た
場
合
、
そ
の
集
落
の
住
民
が
共
同
し
て

自
ら
復
旧
す
る
場
合
に
交
付
し
ま
す
。 

　
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
国
か
ら
地
方
へ

の
税
源
移
譲
改
革
の
な
か
で
、
個
人
住
民

税
の
ウ
エ
イ
ト
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き

く
な
り
、
安
芸
高
田
市
と
し
て
も
自
ら
の

徴
収
努
力
に
よ
る
財
源
確
保
が
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
合
併
以
来
、
税
悪
質
滞
納
者
は
差
押
さ

え
処
分
を
執
行
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
と

も
、
税
負
担
の
公
平
確
保
と
租
税
秩
序
を

守
る
た
め
に
も
毅
然
と
し
た
強
い
姿
勢
で

滞
納
整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
平
成
１８
年
１０
月
か
ら
税
悪
質

滞
納
者
の
自
動
車
を
利
用
で
き
な
い
よ
う

に
し
て
税
金
滞
納
者
に
納
付
を
促
す
た
め

に
、
滞
納
者
の
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
を
特
殊

な
器
具
で
ロ
ッ
ク
す
る
差
押
さ
え
処
分
に

乗
り
出
し
ま
す
。
対
象
は
、
住
民
税
・
固

定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
軽
自
動

車
税
な
ど
の
市
税
の
滞
納
者
で
す
。 

　
こ
の
車
輪
固
定
に
よ
る
車
の
差
し
押
さ

え
処
分
の
導
入
は
、
全
国
市
町
村
の
中
で

は
安
芸
高
田
市
と
竹
原
市
が
初
の
導
入
と

な
り
ま
す
。 

第２庁舎・総合文化保健福祉施設（仮称） 

工事の進捗状況は 
　　　　　　　　　２０パーセント 
２階部分の鉄骨工事に着手 

　
平
成
１９
年
８
月
末
の
完
成
に
向
け
て
工

程
ど
お
り
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
第

２
庁
舎
・
総
合
文
化
保
健
福
祉
施
設
（
仮

称
）。
４
月
下
旬
か
ら
旧
吉
田
公
民
館
な

ど
の
解
体
工
事
が
は
じ
ま
り
、
７
月
中
旬

か
ら
基
礎
工
事
、
そ
し
て
建
物
の
骨
格
な

ど
が
組
ま
れ
る
鉄
骨
工
事
が
８
月
中
旬
か

ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
第
２
庁
舎
棟
も
総

合
文
化
保
健
福
祉
施
設
棟
も
現
在
２
階
部

分
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
進

捗
状
況
は
、
約
２０
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
鉄
骨
工
事
を
４
階
ま
で
行

い
、
床
や
外
壁
、
内
装
工
事
な
ど
が
順
次

行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。 

　
総
合
文
化
保
健
福
祉
施
設
棟
で
は
基
礎

工
事
が
終
了
後
に
、
地
中
熱
利
用
シ
ス
テ

ム
の
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
中

熱
利
用
シ
ス
テ
ム
と
は
、
自
然
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
地
中
熱
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

冷
暖
房
な
ど
の
維
持
管
理
費
用
を
軽
減
さ

せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
年
間
を
通
し

て
一
定
の
温
度
を
保
つ
地
下
５
メ
ー
ト
ル

の
地
点
か
ら
、
２２
本
の
パ
イ
プ
に
よ
っ
て

空
気
を
吸
い
上
げ
て
、
新
た
な
市
民
の
憩

い
の
場
と
な
る
ア
ト
リ
ウ
ム（
回
廊
）に
送

り
込
み
、
空
調
を
補
助
さ
せ
ま
す
。 

　
庁
舎
周
辺
は
工
事
車
両
の
通
行
な
ど
で
、

引
き
続
き
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　工　　法 

土のうの設置 

土砂等の撤去 

鳥獣害防護柵 
の復旧 

　補助金の額　 

２００円／袋 

２,５００円／m3 

復旧に要する資材 
代の２分の１以内 

　その他、必要に応じて市長が 

補助の対象とした工法は、その 

都度補助金額及び数量の基準を 

定める。 

て
ん
き�

お
問
い
合
わ
せ
は
産
業
振
興
部
ま
た
は
各
支
所
業
務
管
理

課
へ
お
願
い
し
ま
す
。 
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催
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第
３
回
　
防
火
書
初
め
募
集 

薬
剤
投
与
救
急
救
命
士
誕
生 

安
芸
高
田 

　消
防 

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署 
TEL ４２－０９３１　FAX ４７－１１９１ 

ホームページ　http://www.akitakata.jp/119/
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暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

火　災 

救　急 

救　助 

その他 

安芸高田消防署 

10月 の出動件数 

※下段の（　）は 
　平成18年の累計 

２件 

１０４件 

２件 

３件 

（２２件） 

（１,１０３件） 

（２９件） 

（５０件） 

　
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。 

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
タ
ン
ク
や
電

気
ス
ト
ー
ブ
の
電
源
コ
ー
ド
な
ど
が
傷

ん
で
い
な
い
か
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
毎
年
ス
ト
ー
ブ
が
原
因
の
火
災
は
全

国
的
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
実
際
に
使
用
す
る
と
き
は
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

■ 

ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
さ

な
い
。
　
　
　
　 

■ 

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
は
火
を
消

し
て
か
ら
行
う
。 

■ 

カ
ー
テ
ン
な
ど
の
燃
え
や
す
い
物

の
そ
ば
で
使
用
し
な
い
。 

■ 

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
ス
プ
レ
ー
缶

を
置
か
な
い
。 

■ 

灯
油
用
ス
ト
ー
ブ
に
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
を
誤
っ
て
給
油
し
な
い
。 

平
成
１８
年
度 

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
緊
急 

消
防
援
助
隊
合
同
訓
練
参
加 

　
１０
月
１８
日
・
１９
日
、
緊
急
消
防
援
助

隊
の
合
同
訓
練
が
、
岡
山
県
倉
敷
市
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練

で
は
、
地
震
に
よ
り
大
規
模
災
害
が
発

生
し
、
中
四
国
の
緊
急
消
防
援
助
隊
へ

派
遣
要
請
が
あ
っ
た
と
の
想
定
で
行
わ

れ
、
安
芸
高
田
市
消
防
本
部
か
ら
も
電

源
照
明
車
が
広
島
県
隊
と
し
て
夜
間
訓

練
と
野
営
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
び
薬
剤(

強
心
剤)
を
投
与

で
き
る
救
急
救
命
士
が
２
名
誕
生
し
ま

し
た
。
薬
剤
投
与
と
は
、
所
定
の
講
習

と
病
院
実
習
を
受
講
し
た
救
命
士
が
平

成
１８
年
４
月
か
ら
医
師
の
具
体
的
指
示

の
も
と
で
呼
吸
停
止
、
心
臓
停
止
患
者

に
対
し
、
強
心
剤
で
あ
る
エ
ピ
ネ
フ
リ

ン
が
投
与
で
き
る
行
為
で
す
。
エ
ピ
ネ

フ
リ
ン
の
投
与
で
患
者
を
救
命
で
き
る

率
が
高
ま
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

野営訓練 

生物・化学災害訓練 

消火訓練 

広島県隊 

有間剛史消防士長 道沖尊義消防士長 

■市役所本庁 
℡.42-2111㈹ 
（総務部、市民部、 
福祉保健部） 

■市役所第1分庁舎 
℡.42-5612 
（自治振興部） 
℡.47-4022 
（産業振興部） 

■市役所第2分庁舎 
℡.47-1201㈹ 
（建設部） 

■市役所第3分庁舎 
℡.42-0049㈹ 
（教育委員会） 

■消防本部 
℡.42-0931㈹ 

■八千代支所 
℡.52-2111㈹ 

■美土里支所 
℡.54-0311㈹ 

■高宮支所 
℡.57-0311㈹ 

■甲田支所 
℡.45-4111㈹ 

■向原支所 
℡.46-3111㈹ 

お役立ち 
情報 

安
芸
高
田
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト 

〜
ミ
ッ
ク
ス
メ
ロ
デ
ィ
冬
物
語
〜 

■
と
き
　
12
月
23
日（
祝
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜 

■
と
こ
ろ
　
安
芸
高
田
市
文
化
創

造
セ
ン
タ
ー
（
ヤ
ン
グ
イ
ン
）

ホ
ー
ル 

■
料
金 

　
前
売
　
小
学
生
以
上
５
０
０
円 

　
当
日
　
　
　
　
　
　
８
０
０
円 

　
広
島
県
内
外
で
活
躍
す
る
若
手

演
奏
家
に
よ
る
、
ポ
ッ
プ
ク
ラ
シ

ッ
ク
の
世
界
を
ご
家
族
ご
一
緒
に

お
楽
し
み
下
さ
い
。
曲
目
は
、
〜

サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
〜

よ
り
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
他
、
ク
リ

ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー
な
ど 

吉
田
教
育
分
室 

42
・
2
4
1
1

吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園 42

・
1
6
0
0

1
6
0
0
　
 

42
・
1
6
0
0

吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園
 12
月
の
行
事
 

９
日（
土
） 

　
み
つ
や
の
里
Ｕ
│

10
交
流
会 

■
栗
栖
由
美
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
展 

　
11
月
24
日（
金
）〜
12
月
４
日（
月
） 

　
優
し
い
タ
ッ
チ
の
小
品
を
多

数
展
示 

■
第
５
期
入
館
作
家
小
作
品
展 

　
12
月
８
日（
金
）〜
28
日（
木
） 

　
入
館
作
家
の
小
作
品
を
展
示
。

販
売
も
予
定
。 

※
開
館
時
間
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時（
毎
週
火
曜
日
休
館
） 

※
入
場
料
　
無
料 

八
千
代
の
丘
美
術
館 

セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展 

芸
術
農
園「
四
季
の
里
」八
千
代 

の
丘
美
術
館 

52
・
3
0
5
0

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所 

平
成
１８
年
度
自
衛
官
募
集
 

（
0
8
2
）8
1
5
・
3
9
8
0

第
13
旅
団
広
報 

（
0
8
2
）8
2
2
・
3
1
0
1

■
予
備
自
衛
官
補（
一
般
） 

資
格
▼
18
歳
以
上
34
歳
未
満 

■
予
備
自
衛
官
補（
技
能
） 

資
格
▼
18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る

技
能
に
応
じ
53
〜
55
歳
未
満 

試
験
▼
一
次
　
平
成
19
年
４
月

15
日
〜
17
日 

■
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
） 

資
格
▼
18
歳
以
上
27
歳
未
満 

●
受
付 

19
年
１
月
10
日
〜
４
月

７
日
ま
で
（
２
等
陸
・
海
・
空

士（
男
子
）は
年
間
を
通
じ
て
募

集
） 

　
本
庁
・
各
支
所
に
募
集
案
内
や

要
項
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
下
さ
い
。 

サンフレッチェ広島 
ユース 

※練習時間は午後4時３０分～7時。       
※土曜日の練習時間 
　２日・２３日 午前９時～午後１時 
　９日 午前９時～午後２時 
　１６日 午前９時～午後５時 
※練習予定は変更になる場合が
あります。吉田サッカー公園
にご確認ください。 
（吉田サッカー公園℡42－1600） 

日 月 火 水 木 金 土 

 

3 

10 

17 

24 

31

 

4 

11 

18 

25

 

５ 

12 

19 

26

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

2 

9 

16 

23 

30

12月　試合・練習予定 

は吉田サッカー公園 

は吉田運動公園 

練 習 

　
安
芸
高
田
市
消
防
本
部
で
は
、
冬
休

み
の
期
間
を
利
用
し
て
『
防
火
書
初
め
』

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
火
災
ゼ
ロ
を

目
指
し
、
小
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く

さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

※
こ
の
防
火
書
初
め
は
安
芸
高
田
市
内

の
各
小
学
校
を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。 

平
成
１７
年
度
　
６
年
生
の
部
最
優
秀
賞 

　
　
　
吉
田
小
学
校
　
森
江
博
昭
さ
ん
の
作
品 

ストーブで洗濯物を
乾かすのはやめましょう。

ストーブを近づけすぎない
よう注意しましょう。

■
と
き
　
12
月
17
日（
日
） 

　
　
　
　
開
演 

午
後
２
時 

■
と
こ
ろ
　
広
島
厚
生
年
金
会
館 

■
入
場
料
　
無
料
（
要
整
理
券
） 

■
整
理
券
取
扱
所
　 

デ
オ
デ
オ
本
店
B1
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
・
福
屋
広
島
駅
前
店
７
Ｆ
・

自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部 

陸
上
自
衛
隊
　
第
１３
旅
団 

創
立
８
周
年
記
念
演
奏
会 

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

■
12
月
か
ら
始
ま
る
講
座 

デ
ジ
カ
メ
画
像
処
理
・
は
が
き

作
成（
昼
）・
ワ
ー
ド
基
礎（
昼
）・

介
護
福
祉
士
受
験
準
備
講
座 

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
締
切
り
。 

（
開
催
日
・
時
間
・
定
員
・
受
講

料
な
ど
は
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。） 

各
種
訓
練
・
講
座
受
講
者
募
集 

（
0
8
2
4

0
8
2
4
）62
・
8
5
0
0

8
5
0
0

（
0
8
2
4
）62
・
8
5
0
0

12
月
30
日
（
土
） 

イ
ズ
ミ
歯
科
医
院
（
吉
田
町
） 

　
℡
42-

４
６
１
８ 

12
月
31
日
（
日
） 

上
野
歯
科
医
院
（
吉
田
町
） 

　
℡
42-

０
２
５
２ 

１
月
１
日
（
月
） 

桂
歯
科
医
院
（
吉
田
町
） 

℡
42-

２
０
３
０ 

１
月
２
日
（
火
） 

近
藤
歯
科
医
院
（
八
千
代
町
） 

℡
52-

７
７
７
７ 

１
月
３
日
（
水
） 

黒
岩
歯
科
医
院
（
向
原
町
） 

℡
52-

２
１
２
３ 

※
診
療
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
ま
で 

年
末
年
始
歯
科
休
日
当
番
医 
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65
歳
以
上
で
、
精
神
ま
た
は
身

体
の
障
害
の
た
め
日
常
生
活
で
常

に
介
助
を
要
す
る
方
を
、
障
害
者

（
特
別
障
害
者
）に
準
じ
る
方
と
し

て
安
芸
高
田
市
福
祉
事
務
所
長
が

認
定
し
た
場
合
、
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。 

　
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告

の
際
、
こ
の
認
定
書
を
添
付
す
る

と
、
本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
、

障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障
害
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

※
身
体
障
害
者
・
療
育
な
ど
の
手

帳
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
申
請

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

■
認
定
書
の
申
請
手
続
き 

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

診
断
書
（
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
場
合
）
を
添

付
の
う
え
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
生
活
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。 

※
認
定
書
に
有
効
期
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。す
で
に
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
、紛
失
・
き
損
・
状
態
の
変

更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、再
交
付

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

障
害
者
控
除
の
認
定
書
発
行 

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集 

12
月
３
日
（
日
） 

平
原
内
科
医
院
（
吉
田
町
） 

　【
内
科
】
℡
42-

０
４
４
６ 

12
月
10
日
（
日
） 

井
上
内
科
医
院
（
吉
田
町
） 

【
内
科
】
℡
42-

０
０
０
５ 

お
お
は
た
産
婦
人
科
（
吉
田
町
） 

【
産
婦
人
科
】
℡
42-

０
０
６
７ 

12
月
17
日
（
日
） 

竹
本
外
科
胃
腸
科
医
院 

（
八
千
代
町
）【
外
科
・
胃
腸
科
】

 

℡
52-

３
６
５
６ 

12
月
23
日
（
祝
） 

児
玉
医
院
（
八
千
代
町
） 

【
内
科
】
℡
52-

２
５
１
１ 

12
月
24
日
（
日
） 

沢
崎
外
科
（
吉
田
町
） 

【
外
科
】
℡
42-

３
４
３
１ 

12
月
31
日
（
日
） 

増
田
内
科
・
小
児
科
医
院 

（
甲
田
町
）【
内
科
・
小
児
科
】 

℡
45-

２
０
３
１ 

【
休
日
・
夜
間
】
２４
時
間
対
応 

高
田
地
区
休
日
夜
間
救
急
診
療
所 

〔
吉
田
総
合
病
院
〕（
吉
田
町
） 

【
救
急
診
療
所
】℡
４２-

０
６
３
６ 

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
出
か
け
る
前
に
医
療

機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

12月の相談

安全　安全相談 

■とき／月曜～金曜8：30～17：00■相談員／安全推進室職員

■ところ・問い合わせ／安全推進室　℡42－1143 

 
消費生活　消費生活相談 

■とき／毎週水曜日9：00～16：00■相談員／消費生活相談員

■ところ・問い合わせ／安全推進室　℡42－1143 

 
子育て　家庭児童相談 

■とき／月曜～金曜8：30～17：00■相談員／家庭児童相談員

■ところ・問い合わせ／社会福祉課　℡42－5615 

 
くらし・心配ごと　心配ごと相談・行政相談・人権相談 
【吉田会場】■とき／7日（木）【特設人権相談】21日（木）10：00～

15：00■相談員／民生児童委員・行政相談委員・人権相談員・人

権擁護委員■ところ・問い合わせ／吉田人権会館　℡42－2826 

【高宮会場】■とき／5日（火）・12日（火）・19日（火）・26日（火）

18：00～20：00■相談員／民生児童委員・行政相談委員・社協高

宮支所長・人権相談員・人権擁護委員・行政職員■ところ・問い

合わせ／たかみや人権会館　℡57－1330 

【甲田会場】■とき／11日（月）・25日（月）13：30～15：30■相談

員／行政相談委員（11日）・人権擁護委員（25日）・民生児童委員

■ところ・問い合わせ／ふれあいセンターこうだ相談室　℡45

－4939 

 
行　政　行政相談 
【八千代会場】■とき／26日（火）13：00～15：00■相談員／行

政相談委員■ところ／八千代保健センター 

※吉田・高宮・甲田地区の行政相談は、くらし・心配ごと相談に

含まれます。 

 
ひきこもり　事前連絡必要・予約制・秘密厳守 

■とき／20日（水）13：30～15：30■ところ・問い合わせ／芸北

地域保健所保健課　℡（082）814－3181 

 

土地家屋　無料登記相談 

 土地家屋調査士は不動産の表示に関する登記の専門家。

いざという時、あなたの街の土地家屋調査士がお役に立ち

ます。広島県土地家屋調査士会三次支部では、無料登記相

談を実施します。 

■とき／14日～毎週木曜日　10：00～12：00、13：00～

16：00■ところ／広島法務局三次支局　2Ｆ　登記相談コ

ーナー　■相談内容／不動産の表示に関する登記全般 

 

社会保険　国民年金・健康保険・厚生年金など 
■とき／1日（金）10：00～15：00■ところ／広島北部農協

本店■今後の予定／平成19年1月5日（金）・2月2日（金）・3

月2日（金） 

　この社会保険1日相談所（出張相談）は平成19年3月まで

となります。詳しくは三次社会保険事務所まで。℡（0824）

62―3107

犬・猫の引き取り
市民生活課　☎42－5616または各支所市民生活課 

9：30／市役所本庁　10：00／向原支所 

9：00／高宮支所 

9：30／来原コミュニティセンター 

10：00／美土里支所 

10：50／八千代Ｂ＆Ｇ海洋センター 

11：35／甲田支所 

9：30／市役所本庁　10：00／向原支所 

12月 6日（水） 

12月14日（木） 

 

 

 

 

12月20日（水） 

　
10
月
２
日
か
ら
年
金
相
談
の
待

ち
時
間
の
解
消
を
目
的
に
、
す
べ

て
の
社
会
保
険
事
務
所
お
よ
び
年

金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
、
予
約
に
よ

る
年
金
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

■
予
約
受
付
方
法 

社
会
保
険
事
務
所
へ
相
談
に
行

か
れ
る
前
に
、
電
話
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。
１
か
月
前
か
ら

受
付
を
し
ま
す
。 

■
予
約
が
必
要
な
相
談
事
項 

①
厚
生
年
金
の
離
婚
分
割
に
か
か

る
相
談
の
場
合 

②
診
断
書
に
基
づ
く
障
害
年
金
に

関
す
る
相
談
の
場
合 

③
裁
定
請
求
者
な
ど
十
分
な
相
談

対
応
が
必
要
な
場
合 

④
社
会
保
険
労
務
士
お
よ
び
金
融

機
関
な
ど
依
頼
状
に
よ
り
、
複

数
の
相
談
対
応
を
要
す
る
場
合 

社
会
保
険
事
務
所
に
お
け
る 

年
金
相
談
の
予
約
制 

（
0
8
2
4
）62
・
3
1
0
7

三
次
社
会
保
険
事
務
所 

お役立ち 
情報 

休
日
・
夜
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番
医 

《
休
日
》

休
日
》午
前
９
時
〜
午
後
６
時

午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

《
休
日
》午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

社
会
福
祉
課 

42
・
5
6
1
5

市
民
生
活
課 

42
・
5
6
1
6

5
6
1
6

42
・
5
6
1
6

　
年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
日
と

き
れ
い
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
め
る

日
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

■
き
れ
い
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の

持
込
み 

１２月２５日　 
　～２９日 

３０日 

３１日 

１月１日 　 
～３日 

４日以降 

午前 午後 

○ 
 
○ 

× 

 
× 

○ 

○ 
 
× 

× 

 
× 

○ 

午前／午前９時～１２時 
午後／午後１時～　４時 

１２月２５日　 
　～２９日 

３０日・３１日 

１月１日 　 
～３日 

４日以降 

午前 午後 

○ 
 
× 

 
× 

○ 

○ 
 
× 

 
× 

○ 

各町カレンダー日程に 
よる 

◎
き
れ
い
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の

直
接
持
ち
込
み
は
、
で
き
る
だ

け
早
め
に（
22
日
こ
ろ
ま
で
に
）

お
願
い
し
ま
す
。（
昨
年
度
は
、

１
時
間
以
上
待
っ
て
い
た
だ
い

た
日
が
あ
り
ま
す
。） 

■
ご
み
の
組
合
収
集 

１２
月
の
し
尿
収
集
　
申
し
込

み
は
１２
月
１４
日
ま
で
に 

下
水
道
課 

42
・
5
6
1
6

5
6
1
6

47
・
1
2
0
4

　
年
末
は
し
尿
収
集
量
が
非
常
に

多
く
な
り
、
収
集
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
電
話
申
込
に
よ
る

臨
時
収
集
の
方
は
、
12
月
14
日
ま

で
に
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

早
め
の
申
し
込
み
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
新
年
は
１

月
４
日
か
ら
受
付
に
な
り
ま
す
。 

■
し
尿
収
集
申
し
込
み
先
　
下
水

道
課
か
各
支
所
業
務
管
理
課 

※
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
の
緊
急

連
絡
先 

　
▼ 

高
田
環
境
衛
生
興
業
（株） 

℡
42
│

２
０
２
８ 

　
▼ 

（有）
日
之
丸
衛
生
社 

　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０
│

02
│

２
０
０
７ 

℡
42
│

２
０
０
７ 

　
▼ 

（有）
国
司
衛
生
興
業 

　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０
│

00
│

２
５
３
７ 

℡
42
│

３
０
８
９ 

戦
傷
病
者
の
妻
に
特
別
給
付

金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す 

社
会
福
祉
課 

42
・
5
6
1
6

5
6
1
6

42
・
5
6
1
5

　
第
18
回
ま
た
は
第
20
回
の
特

別
給
付
金
を
受
給
し
て
い
た
戦

傷
病
者
の
妻 

【
継
続
支
給
】
平
成
18
年
10
月
１

日
に
、
第
五
款
症
以
上
の
増
加

恩
給
、
傷
病
年
金
な
ど
を
受
け

た
戦
傷
病
者
の
妻
に
支
給
。 

【
特
例
支
給
】
平
成
８
年
10
月
１

日（
ま
た
は
平
成
５
年
４
月
１
日
）

か
ら
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
一
般
の
け
が
や
病
気
で

亡
く
な
っ
た
戦
傷
病
者
の
妻
に

支
給
。 

 

新
た
に
夫
が 

　
　
　
　
戦
傷
病
者
と
な
っ
た
妻 

　
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
15
年
４
月
１
日
の
間
に
夫
が
戦

傷
病
者
と
し
て
、
第
五
款
症
以
上

の
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
な
ど
の

受
給
権
を
取
得
し
た
場
合
そ
の
妻

に
支
給
。 

■
請
求
窓
口
　
社
会
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
生
活
課 

■
請
求
期
限 

　
平
成
21
年
９
月
30
日 

来
年
は
農
業
委
員
選
挙
の
年
で
す
。

登
載
申
請
書
の
提
出
は
忘
れ
ず
に 

選
挙
管
理
委
員
会 

42
・
5
6
1
1

　
平
成
19
年
は
農
業
委
員
選
挙
の

年
で
す
。
農
業
委
員
へ
の
立
候
補
、

農
業
委
員
の
選
挙
の
投
票
は
、
農

業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
い
る
人
の
み
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

　
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
は
、
申

請
書
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

提
出
期
限
は
１
月
10
日（
水
）で
す
。

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
は
忘
れ
ず
に
農
業
委
員
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
瀬
戸
内
海
を
は
じ
め
と
す
る
美

し
い
自
然
景
観
、
田
園
や
落
ち
着

い
た
景
観
、
魅
力
あ
る
都
市
景
観

な
ど
、
優
れ
た
景
観
を
守
り
、
育

て
る
活
動
を
行
う
団
体
や
再
発
見

を
し
た
方
を
表
彰
し
ま
す
。 

■
対
象 

【
地
域
活
動
の
部
】
県
内
で
、
地
域

の
優
れ
た
景
観
の
保
全
や
創
造

に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
な
ど 

【
ふ
る
さ
と
景
観
写
真
の
部
】県
内

の
知
ら
れ
て
い
な
い
優
れ
た
景

観
を
撮
影
し
た
方 

■
応
募
方
法
　
安
芸
高
田
市
建
設

部
管
理
課
お
よ
び
各
支
所
業
務

管
理
課
に
あ
る
応
募
用
紙
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
「
広
島

県
景
観
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。 

 

■
応
募
期
間
　
平
成
19
年
１
月

15
日
ま
で 

http://w
w
w
.ccjnet.ne.jp/̃keikan/ 

 

広
島
県
景
観
会
議 

第
１４
回
景
観
づ
く
り
大
賞 

事
務
局
　
府
中
市
ま
ち
づ
く
り
課 

（
0
8
4
7
）43
・
7
1
5
9
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　このおよろこびとおくやみは掲載を承認された方のみ掲載しています。市
外で届けられた方で名前の掲載を希望される方は、企画課☎４２ー５６１２まで
ご連絡ください。 

（ 　）の数値は前年同月数値。 

１２月の納税  

納期限：12月25日 

市の人口  

平成１８年１１月１日　現在 

総人口 

男 

女 

世帯数 

固定資産税 

3期 

３３,４２０人　 

１６,０７５人　 

１７,３４５人　 

１３,１８０世帯 

図書館からのお知らせとおすすめの本 

年を取ったら「頑固になる」「ひがみっぽくなる」…。
そんなふうに思い込んでいませんか？そんなマイ
ナスイメージを捨て、お年寄りの本当の気持ちを
知ることで、今よりもっといい関係になれるヒン
トが、具体的に紹介されています。高齢期の親と
暮らす中高年世代の方に、ぜひ読んでみてほしい
本です。 

成田真由美／著（アリス館） 

★田園パラッツォ図書館 

なり　た　ま　ゆ　み 

★甲田図書館 

【移動図書】12月14日（木）北・生桑地
区　12月21日（木）横田・本郷地区 

杉浦日向子／著（新潮社） 

下仲順子／著（家の光協会） 

【おはなし会】12月21日（木）午前10時
30分～午前11時 吉田公民館２階和室 

【移動図書】12月21
日（木）佐々部・川根地区　12月22日（金）船木・佐々部（信
木）・羽佐竹・来女木地区【おはなしタイム】12月9日（土）
午前10時30分～田園パラッツォ 

★八千代図書館 
 

車いすの生活の中、２３歳のとき水泳をはじめる。
アトランタのパラリンピックで大活躍。日本人初
の快挙だった。 

命をつなぐ食事、彩る酒、憩いの器。五感をたっ
ぷり潤わせ、限りある命に乾杯しよう…。最後ま
で人生を愉しむ姿勢を貫いた「現代の江戸人」が、
思いを託した最後のエッセイ。 

『杉浦日向子の食・道・楽』 

キャサリン・アリソン／ぶん 
ピアーズ・ハーパー／え 

栗栖カイ／やく（ブロンズ新社） 

すぎ　うら　ひ　な　こ 

しも　なかよし　こ 

ある日ちびくまは、母さんが出かけている間に、
ないしょのプレゼントを用意します。喜んだ母さ
んがお返しにくれた、素敵なものとは…？ 
ふわふわのちびくまたちにさわって遊べる、冬に
おすすめの絵本。 

『ちびくまのプレゼント』 

（新人物往来社） 

平成１９年の大河ドラマ『風林火山』の主人公・山
本勘助とは何者なのか？　軍師とは、いかなる存
在であるのか？　戦国時代、主家を救った陰の実
力者達の波乱の生涯に迫る一冊。毛利輝元の軍師
であった、小早川隆景も取り上げられています。 

『山本勘助と戦国24人の名軍師』 

藤井恵／著（角川ＳＳコミュニケーションズ） 
ふじ　い　めぐみ 

テレビや雑誌で人気の料理研究家であり、２児
のママでもある藤井さん。素敵なおうちと、ち
ょっとお手本にしたい彼女の生活スタイルを紹
介した本です。 

『わかってあげよう介護以前の親の心と体』 

★美土里図書館 

『あしたにトライ 
　　　　─車いすの金メダル─』 

およろこび 

地　域 名　　　前 性別 地　域 名　　　前 性別 

地　域 名　　　前 歳 地　域 名　　　前 歳 

（敬称略） 
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女

男 

男 

男 

女

女 

女 

男 
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男 

男
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女
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吉 田 町  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八千代町 

 

美土里町 

高 宮 町  

 

甲 田 町  

　 

 

 

向 原 町  

佐々木秀樹 

山本　剛三 

益田　　守 

小嶋キクヱ 

金羽木敏之 

佐々木ヨシコ 

小島　祝雄 

福澤　　賜 

河島　春草 

爲　ツギヱ 

赤川　確次 

日高　一男 

久川　健三 

田中　達夫 

末本キヨコ 

　野ヱミコ 

中川　松枝 

橋岡イトヨ 

野田　フユ 

永尾　逸吾 

遠野ヲキヨ 

宮田　　三 

木下　幸人 

岡田コイト

佐々木芳江 

新川　憲次 

三橋トモヱ 

清原　源惣 

沖田　重子 

三宅　純男 

林　　　　 

金川　四六 

田邉　　昇 

板舛　　清 

實光　敬恒 

　橋　由三 

大　　　仁 

田村　史郎 

井上ハルカ 

22 
57 
86 
93 
69 
93 
89 
69 
81 
83 
80 
84 
76 
90 
80 
72 
82 
89 
100 
84 

76 
91 
71 
83 
83 
54 
88 
83 
61 
67 
77 
89 
78 
95 
80 
84 
66 
88 
90
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八千代町 

 

 

 

 

美土里町 

 

 

高 宮 町  

 

 

 

甲 田 町  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

向 原 町  

（敬称略） 

おくやみ  

片渕彩也花 

千崎　歩未 

平岡　大吉 

村川　希空 

渡利　光貴 

和田　愛梨 

今嶋　涼乃 

　本こはく 

神田　育海 

岡鼻　琴羽 

川谷　凌英 

山中　皇芽 

竹島　空美 

松井　廉恩 

落合　結衣 

国広　利彩 

増元　健晋 

岡田　稔生 

出張　姫乃 

井上　連也 

住吉　遥海

福原美夢渚 

仁井　梨花 

有木　和那 

林　　希空 

さ　や　か  

あ　み  

だいきち 

の　あ  

こうき  

あいり  

すずの  

 

いくみ  

ことね  

りょうえい 

こうが  

たかみ  

れおん  

ゆ　い  

り　さ  

けんしん 

としき  

ひめの  

れんや  

はるみ  

ひ　ゆ　な  

りんか  

かずな  

の　あ  

（
0
8
2
）2
4
8
・
4
4
9
9

【おはなし会】12月2日（土）午前
11時～　【読書会】12月9日（土）午後1時30分～午後
3時30分いずれも八千代人権福祉センター研修室　
【移動図書館さわやか号】根野地区12月20日（水） 
　　　　　　　　　　　刈田地区12月21日（木） 

【移動図書】12月8日（金）・22日（金）
午後3時30分～午後5時　小田小学校・小原保育所、ケ
アハウス甲田【かみしばい会】12月16日（土）午後2時
～午後3時30分　ミューズ 

★吉田図書館 
 

『藤井　恵の 居心地のいい家 
　　　　　　　私らしい暮らし』 

★向原図書館 

第
９
回
下
水
道
排
水 

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験 

下
水
道
課 

47
・
1
2
0
4

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
の
設
計
、

施
工
、
監
督
管
理
の
責
任
を
有
す

る
技
術
者
の
資
格
「
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
」
が

行
わ
れ
ま
す
。 

■
受
付
期
間
　
12
月
１
日（
金
）〜 

　
12
月
15
日（
金
） 

■
受
付
場
所
　
下
水
道
課 

　（
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
横
） 

■
試
験
日
　
２
月
４
日（
日
） 

■
試
験
会
場 

　
三
次
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル 

※
試
験
案
内
は
下
水
道
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。 

平
成
１８
年
　年
末
交
通
事
故

防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動 

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題 

啓
発
週
間 

安
全
推
進
室 

広
島
法
務
局
三
次
支
局 

42
・
1
1
4
3

■
運
動
期
間
　
12
月
11
日
（
月
）

〜
20
日
（
水
）
ま
で
の
10
日
間 

■
運
動
の
重
点
　 

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

②
飲
酒
運
転
の
根
絶 

■
ス
ロ
ー
ガ
ン 

　「
思
い
や
る
　
心
ひ
と
つ
で 

事
故
は
ゼ
ロ
」 

雇
用
促
進
住
宅（
サ
ン･

コ
ー

ポ
ラ
ス
）の
ご
案
内 

安
心
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、Ｓ
マ
ー
ク 

財
団
法
人
雇
用
振
興
協
会
広
島
支
所 

（財）
広
島
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー 

　
雇
用
促
進
住
宅
は
、
住
宅
の
確

保
を
図
る
こ
と
で
職
業
の
安
定
が

図
れ
る
と
公
共
職
業
安
定
所
長
が

認
め
る
方
が
利
用
で
き
る
住
宅
で

す
。 

安
芸
高
田
市
内
の
雇
用
促
進
住
宅 

■
吉
田（
吉
田
町
常
友
）　
　
80
戸 

■
吉
田
郡
山（
吉
田
町
吉
田
）80
戸 

■
甲
田（
甲
田
町
高
田
原
）　
80
戸 

■
た
か
み
や（
高
宮
町
佐
々
部
） 60

戸 

　
貸
与
の
要
件
に
関
す
る
詳
し
い

こ
と
は
、
（財）
雇
用
振
興
協
会
広
島

支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
Ｓ
マ
ー
ク
は
、
厚
生
労
働
大
臣

許
可
の
標
準
約
款
制
度
に
従
っ
て

営
業
し
て
い

る
お
店
で
す
。

こ
の
Ｓ
マ
ー

ク
を
店
頭
に

表
示
し
て
い

る
お
店
な
ら

安
心
、
安
全
、
衛
生
が
保
証
さ
れ

ま
す
。
ま
た
万
一
の
場
合
、
事
故

賠
償
基
準
に
基
づ
い
た
補
償
も
受

け
ら
れ
ま
す
。
理
容
・
美
容
・
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
・
め
ん
類
飲
食
・
一

般
飲
食
店
の
お
店
選
び
は
Ｓ
マ
ー

ク
の
登
録
店
で
。 

（
0
8
2
）2
3
4
・
0
4
3
0

くりす 

42
・
5
6
1
1

公
職
選
挙
法
が 

改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

選
挙
管
理
委
員
会 

　
11
月
１
日
か
ら
選
挙
人
名
簿
の

抄
本
の
閲
覧
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

■
名
簿
を
閲
覧
で
き
る
と
き 

①
選
挙
人
名
簿
の
登
録
の
有
無
を

確
認
す
る
場
合 

②
公
職
の
候
補
者
な
ど
、
政
党
そ

の
他
の
政
治
団
体
が
、
政
治
活

動（
選
挙
運
動
を
含
む
）を
行
う

場
合 

③
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術

研
究
そ
の
他
の
調
査
研
究
で
公

益
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も

の
の
う
ち
政
治
・
選
挙
に
関
す

る
も
の
を
実
施
す
る
場
合 

■
違
反
に
対
す
る 制

裁
措
置
の
新
設 

　
偽
り
・
不
正
な
手
段
に
よ
る
閲

覧
や
、
目
的
外
利
用
の
禁
止
に
対

す
る
違
反
な
ど
に
対
す
る
制
裁
措

置
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。（
過
料
、

刑
罰
規
定
の
新
設
） 

■
コ
ピ
ー
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た 

　
選
挙
人
名
簿
抄
本
の
コ
ピ
ー
提

供
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
便
宜
供

与
規
定
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。 

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、

お
よ
び
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
本
年
６
月
に
、「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
は
、
国
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
の
責
務
な
ど
が
定
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
国
民
の
間
に
広
く

拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
毎

年
12
月
10
日
か
ら
同
月
16
日
ま

で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。 

（ ３３,７７９人） 

（１６,２５４人） 

（１７,５２５人） 

（１３,０４９世帯） 


